
素 点 市 民 だ よ り 第 593号第 5師号りよだ民市良夜

i-ー開肘ご舎一;
開閥、

人ロ 3羽唱沼2.0“‘雌2人(339人〉刃i 
! • 湖仰 ， ，肝冊，
i 女'"判，."脱12 ( m)  

| 世帯倣'叩0町7.訓6“泊崎 ( 謁掛)! 

q 
e匂
-e
俳

J

吹

-健R

守
}
&
命
ム
'
'
;
明

J仇耐

ι仏
凶
"

一
hM日
刊

-

.

.
 し
叫
刈
司

1

?

ia，
jAe.』
l

肉
F

‘.
I
J
白.

.

 

，a蜘

.Aι号

b
v
u
F
-
L
S
打

・

8

比

W
2
舵

L

-

a

F

園

切

同

生

auRS

-ahIAAt--A 

M
山

"
s
Aム島島

s
a
匂丸川岬

."Jポ小叫冶
J白~
酢
恥
帆

a
企

a置
L

必
ω噌甲

"υL-aaに
ee
，
{
巴
野宵

防

.Ea'
牛
を
宮
，
例

i

で
.

.

 

ム.

.

 ‘
企
-
喰
罵

-aa，
aa.i日砂
r，

M
-

‘a
-Ra--nti 

U
4竃

肉

凶

M
M
u
-
-ゆ
R

6

-Rai由
民

由

民

自

〈

aRRL

・
M
ゎ

.u.A・
M

・一四川

r

奈

良

市

民

-z，
、

昭布施1年"月 1日(>， 

JIc. 593 

一
主

て

園

軍

軍

tて
傑
え
た
告
は

t聖
〈

の

文
化
財

E
L
Eの
寄
り

I
Bそ
こ
ζ
と
に
と
ど
め
て

K
1
Jで
は
こ
う
し
た
伝
聞
文
化
?
伝
え
る
と
同

時
に

f

E文
化
を
銀
興
し
よ
う

:
i
t

文
化
を
ほ
ぐ
《
む
妻
、
寸
〈
り
』
を
皐
点
‘
微
に
取
り
あ
げ
さ

i
i
i
Lて
も

1
・

中
て
も
錨
今
士
旦
一
百
「
文
化
の

H
L
を
皮
切
"
に

tE

型

化

セ

;

ー

E
E隙
-
1
2
E定
員

Z多

「
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
」
前
面
に

第
五
回
迎

え、

内
容
も
充
実

.，
a副
Amh尻市
文
化
祭
は

-m二

z
aの
よ
う
に

:
Jら

Z
T
4里
t周に
業
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
喜
な
ご

グ
ヲ
ム
を
飢
ん
で

t'r・

-
E幸
男

4
2

同
量
生
怠
ん
の

E
z
t

t
号
Y

了
ト

i
a代

!

一

入

信

iさ

ん
の
文
化

z
f
zに
人

"
の
あ
る

zd串
谷

山

amiさ
ん

の
ラ
イ
プ

tて
自

の

2

E宮
市
変
化
僚
は
子
ど
も
か
ら
お
匁
寄
り
き
で
世
話

民
に
観
L
ま
れ
て
ー
、
ま
寸
。

第
五
帽
を

a
f
ら

2
2
t
i一月一
E
E
n

q土
一
一
を

f
i
e
f
-、
1
4
2
2

t

F
・

2
2
J員
会

に

人

で

t
く

市
民
の
傍
主
ん
に
現
代
の
文
化
の
息
吹
き
比
触
れ
て
も
た
だ
-e

自
ら
も
繍

2
2術
文

化

凶

聖

書

1
3品
伶

し

，

e'
・

と
仕
る

ν
タ

47etLC!ヲ
守

1

マ
y
ス
に
よ
る
『
シ

ahpmwtrp

幻
怨
」
@
ζ
れ
は
'
土
一
平
に
凋

の
れ
る
白
ぱ
ら
つ
〆
ル
タ

"ldp時

比
合
わ
ぜ

ta，
イ
ム
り

lh低金
自

で
す
@
こ
の
よ
ろ
に

a
h
p

こ
ら
し
た

ae彰危
プ
開
グ

'ta金

鉱
ん
で
も
重
す
が
市
文
化

amは川

市
川
町
め
ど
め
の
文
化
祭
市
民
め

2
2
E

八

E

・3
f

T
S
ν
?土
肉
I
2
1と
E
7
2
4
1占
E
1
5

脅
さ
ん
が
何
て
て
ゆ
く
文
化
祭
で

す
a

-
人
で
島
多
〈
の
市
川
町
の
皆

さ
ん
に

E
Lて
も
ら
、

f

E判
電

な

ど

を

お

嘗

昔

、

i
i

a
E
L
E
L
A
Z
e
 

司市
民
の
祭
典
と

叩

匂し
て
一
層
充
実
w

献
で
は
市
民
の
現
代
文
化
に

対
す
る
ュ

ー
ズ
に
ニ
た
A

え
る
た
め

附
和
克
4
1

七
句
年
五
月
に
優
れ
た

「
文
化
」

t
s
H
E広
Z

で
網
べ
る
と

寸
命
事
《
略
)
宮
内

gzzz主
人

間
A

刃
向
然
に
予
を
加
え
て
魁

ma

-

-

，

j

し
て
き

凶，

、J

U

た
物
4

i
q
、

:
l
f
 

一
告
』

み

う

成黒

一-E
生

よ

衣
食
住

山

UE
ベ
え
を
初
め

一
に
札
伝

詰

一'JU
引

へ

字削何

一
川

唱

し

世

主

一
文
戸
山
市

対

一
「

一

政

治

な

「
3
3
s
p
'
h

ど
傘
窮

z
s
f
g
I
q
 

『
文
明
』
と
ほ
ぼ
開
設
局

、

ら
れ
る
こ
と
が
多
札
が
ド
イ

ツ
で
は
人
聞
の
宮
附

2

E
Eに
か
か
わ
る
も
の
会

空

E主
っ
文
化
喜
寸
奈

良
市
長

z
t
'
I
L
-

-
プ

YLazLた
。
ニ
の
セ

y
タ

ー
ば
か
つ
て
の

Z
E
E

瞬
圃
《
陶
本
町
路
V

の
遺
跡
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
伝
統
文
化
と

訴
し
ー
、
市
民
文
化
の
民
街
を
目
ざ

r
z
i
i
I主

と

し

て

E

?

?

ま

r固
一

-
】

E
l
f
-に

E

f
t
z
f
 

一
人

E
T
Z
E
R文

化長に
E
1
2
Eて

も
ら
お
う
と
開
句
十
一
月
三
日

ぬ
ら
十
附

H
ま
で
の
間
第
-
同

Z
Z化
祭
ハ
N
H
K
典型

を
掬
催
L
ま
し
た
・

第
一
同
文
化
祭
で
は

N
H
K

野
忠
“

muぉ

-m
人
さ
ん
の
-
Z

2
2切
切
に

7
!
ン

文

化

品

ぴ

高

主

事

る
こ

KAB-aる」

L

と
あ
り
ま
す
曲
少

t'L、
で
す

ね
u

そ
れ
で
は

こ
れ
は
と
う
で

L

J
4
2
tう
も
の
は
『
ニ

E
Zで
そ

れ

た

l
t

t
t
i
t
i
 

る
』
こ
L

と
で
あ
る
」
・

こ
れ
は

f
九
偉
紀
ピ
タ
‘
F
9
7

・朝
L
Z
代
表
す
る
n
M
人
マ
少
量

l

ア
l
J
-
m
v
の
胃
象
で
す
・
}
れ

ど
と
少
し
b
b
る
よ
う
な
幅
郊
の
L

a
ま
す
が
ま
だ

am俺と
し
て
L
ま

+
V
@
 ー
と
簡
単
に

?
2

「
文
化
と
は
訟

E人
間
倉
よ
り

良
〈
生
き
ょ
う
と
し
て
き

E

F
と
言
え
る
の
で
は
た
L
で
L

S
う
の
-
K
の
で
も
益
備
と
L
q

た
鯛
造
的
h
弘前
島
"
は
、
人
聞
の
岨覇

空

量

J
ら
わ
き
似
て
人

間

E
t
A
aな
も
の
に
調

5
4君
主
陸
軍
紙
一

門
会
堀
内
孝
雄
ヲ
イ
プ
ヨ
ノ

サ

1
h
F
'劇
「
太
郎
の
鼠
桜
巳

司
降
り
つ
む
」
と
L
う
た
行
事
カ

催
さ
れ
翌
五
千
七
百
人
の
市

R
O
E
-し
た
@

t
y
z
z
h
f
 

後

hhhげ
て
市
民
の
ら
格
監
の
強

働

E
R
E
-
-の
帽

の
文
化
祭
b

今
後
も
術
史
箪
す
る
よ

よ

と

の

強
L
電

話

Z
れ

重
し
仕
組

tm
で
は
こ
の
市
民
的
声

ι
こ
た

え
一

一H
Uは
よ

η発
実
L
K内

w
v
h
す
る
た
め
ゆ
く
か
ら
縞
織

を

aめ
N
H
K
の
院
本
陸
-
氏

変
化
縁
誠
会
山
下
久
鍵
ιrさ
ん

の
昼
ヲ
イ
プ
広
久

f
sん
の

イ

tmdン
当

ン

ψ
ト
危
ど
十
六

E
F
Zし
，
し
た

J
れ

で
‘
べ
万
一
一

-v人
の
市
民
が
箆

貧
し
大
‘
棋
と
色
，
ま
し
た
。

鎗

mニエ
M
A
M
ら
は
そ
れ
を
で
に

直
面
に
し
て
聞
値
さ
れ
て

L

た
市
民
文
化
ヲ

ι
ヌ

'
f
'
ル
八

〈
幽
胃
き
会
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
@

人
間
は
営
々
左
し
て
そ
の
償
ム

長

け

て

i
し
た

J
Lて

官

4
1
Eも
の
を

f

仰
し
ま

L
た
日
そ
れ
ら
の
う
ち

-mる
物
は
時
間
企
共
に
楓
ぴ
去
。

ま
L
た
が
あ
る
組
"
は
そ
れ
に
耐

え
て
現
金
に

μ
E
t
hま

す
正
た
も
の
奈
良
市
に
も
普

く
の
貴
重
主
化

2
2
E

え
ら
れ
闘
の
内
外
ぬ
ら
そ
れ
を

;〈
2
6
1・
そ

れ
を
傑
作

L
Eに
伝
え
る
こ
と

は

喜

に

古

T
毛

2

市
で
も
そ
の
た

2
i
fな

量

を

首

L
て

i
h・

LAし
一
方
人
伺
は
そ
の
時

代

R
E
L
L文
化

生

直

面

し

普

て

L
laと
〈
に

g

z
m主
て

喜

文

化

を

5

8
ぜ
た
日
本
で

は

低

成
長
期
に

3喝

E票
こ
れ
に
組
み
込
ま
れ

市
民
の

2
tて
縫
合
的
な
も

の
と
し
よ
り

m
E
2
2

2で
i
Fと
し
て
の

E

s
t
L九
八

建

草

は

与

を
負
う
ご

LCL・
-
加
団
体
が
噌

;
E
f
i
-

--fして
L
3
4

t
今
年
五
回
目
主
え

2

2
4
h里
Z
E畑
a

T
i
t
i
-

t
思
し
て

L
1・

入
場
建
理
傍

各
個
揮
し
の

希
望
の
方
ヘ

入
場
盤圏在・
9

1
t
gに
住
所
氏
名

省
略
飾
、
‘
話

aHq
什

S
名

闘

機

H
《
返
信
用
v
h
も
住
所
氏
名
V

S
Z
I
-
-め
切

り
U
き
で
に
必
暑
で

前
文

化
繰

〔
一
言
自
干

H
E
-

一一

-
v

へ
@
な
お
入
岨
朝
笹
厘

歩
は
原
則
と
し
て

一
つ
の
催
し

に
つ

ー、
て
一
』
土
依
《
例
外
め
憎

し
は
J

フ
材
グ
，

ta富avL偽記》
企

t
て
も

4

52の

-
A
N
は
鋤
裂
、

，日開輔咽"日制刷 1・"園酎

入
今
年

T
A
n
k文
化

主

2
傾
向
が
守
ミ
ー

し
た
@F
Z
T
4
2文
化
活

動
の
銅

ds
t公
民

館

員

庄
の
内
怖
を
見
て
も
曹
ー
‘
ご
と

E
E
t「
t人
間

t

〈

革

t
t
Eこ
と
を

amgh一う
P
る
以
み
の

a幽
aamえ

て
き
て
、
き
す
@

そ
し
て

そ
こ
8
ら
礎
M
R
L
た

白
よ
グ
ル
ー
プ
の
訴
勤
に
も
目
ざ

tも
も
の
の
あ
り

1・

文

化

書

会

事

告

会

と

、
。
化
催
し
に
も
た
く
さ
ん
の
富
市

草

笛

め

か

2
t
t
z

き
る
わ
れ
わ
れ

an分
た
も
の
た

め
の
現
代
の
文
化
全
切
実
に
必

要
と
し
て
ー
、
る
こ
主
。
ラ
ム

naぇ

在
す
・

m 
... (，，) ""・軒町田町a<...::... 旭町巳1.'1t】

< 



れ593サ 寮 長 市 民 だ よ り

. i ! 無 芸禁 鼻 璽 瑞 HSjia 盗 ≡薫 怨 讐 芸

CII■)～- トr一ンり

.m+1■暮JLP ,もJ■■rrt2fltT■ー ㌫P .T r . . LL:
芸芸諾ニ文 化 fl SI 会 ≦ちびっ子ホ-≦ シル ク ロ ード幻想 ,

7;::こンス■ 【ナ-7) 一ITLI ;ムコンサート≦tllII Ir ■tM(一日 )

･E .i義 を ∴ 恩l二 ,事†

■■+T ■●-+t…NHK 写 生 会 NH←ママさhJコ
召=LLI浩 子 ライフtI ■) 一口JRJldlt

-ラス lN奈良 t5【【 国【1スト)F一▲■ ▼̂1J )ILA I)+～

AN Jdd◆^■EId 一一臥 し匂EPO ライフ㊥㊨㊨㊧7tI民 文 化

リメ､二ノバ-コ=ノサ-トrT- 1-■■■■3g*T.義
孝フエスティJV Lr

蓋
聖霊

i

邑崩遍蔓読
憲:

美
良
市

-
ベ
ル
サ
イ
ユ
市

姉

妹

提

携

へ
基
㌔

合
意

Yル†ィ■市_l
フ'′<

c■1-.J
It■･J一●J.

-

r

C4ljTTr__t
I

J
_
._
/

._T
I
■
_
ト
_
■
.･

.汁_..ヽ
■,I
I

t■
Jllt

･,<_
･･-て■■S
J_t.･

和

です

す <て､TO♯▲相は
■左d

tI･■■▲p-･
･_Al一Lf_■JF_t■■JTZ,これq蔓す<t-qIJyiJ大4くtltに舌.エーげも

･
J

q･.L･.I▼.-■■J'-l■

'

■■書tT′Lレ･′～7′ぺ14サイr]書▲(中Wr縦 q)

盛時を しのぶJlN市の薪1

文

'"嗣向樹脂

"刷..附崎命どL、一フクRr2 回

『
生

第
一
町 ..7:1:スティパル

11月2。目《本} 午・6:30
"." 

t只・)~IIII 
'"刀》

.叫λ珊噛.晒...仇脚肌叩ν4込山山耐刷…1帽柵偶開叫1抽叫抱帥.叫，叫抽瑚叫L -

a<女犠."，ミナ
刊周16目{目】 午・1:30 
t. .， ，，~V門川広臥師
団 II!l"""'1¥"旬河
【掴 1OI • ..， 
・崎山レ曲一一

".“ 仰 向

11~3目〈向〉 午・ 6:30 

ー ァ ・・・Rピ，-
づ河川内 ...• ''" 凡 夫

'>f""τOoI，CCIn， "'c' ・λ岨凹レ山町一
('T;u..) 

E・・3
レクチャー
-，フすーマ pスド幻想シルクローi ちびっ子ホ~

iムコンサトi
金3責情化文

司F・2:0011同7S(合)

午・2:3011月8困〈主}

習ー叩

." 
開問..湖

"tT'2̂ 軒̂

湾、‘

"・".，C殉.，..・..司
出

明珊町

.、...凧同!凋
沼?叫

""'ヤμグーフ3区スティパル
谷山浩子ライブ

午後6:30

'tl~ C'剛山"・Pヴ川

11同23日〈目}

園) 'n:.-ドl
'1">1"・8

【.

.̂..!I輔レ叩1附，fcl:"C(.・

(.1メンパーコンサート
"今wあなたと" 11同25日〈削 午・6:30

《・・3・r宅'
f網・3白、回二宥【・・3 咽 J 渦.

・λ帽胴 W 円̂，..̂・
.札るみ~. '¥1円'"働・.

h 

第

5
固
奈
良
市
美
術
展

一i

o
i
g一

写
隣

"-R1宇
-a-RAW自
体・v

【倉.》
【只・v

ママさんコ
ーラス IN葺直
，." 

町一

会生

..ぞ・h
【欄

'"ーミ"
.， 

•• 
写""κ 

.・1:)0・F耐nω"月咽"周}

"“，.， 
【ザスト】岬制"

プ"J ':7 
E鍵.)""".咽岨・入a巴圃

午刷凹

'町田

同 .N晒・酬で
' 削守

情同， '柄欄岨酬品

"、..."，鞍門尉士何.省、必・
.¥，o'l'K ，-'.. "，.，. _'. 

11同QS(白〉
四時》・3" t則

⑮⑧⑧⑧ EPO 
市民 文 化

フェスティ，oc
.耐1・叩

丸暗

-̂IIIII幽

1¥111¥岨 Bl
70'.'マ

'L 

ライフ

1.1I-，il4 '司

ぷ ，~ 

11 聞"困{本l~・6'30

強ぷ開設立a

的危ニとは今慢さらに-at
-すめてー‘る策良府は現在
g

rz白
ζ&に危'重Lた
・一
安富市

限州市
e'νup甫
&a

2
7
E
u
;
y
A
G
R・市
Z
2
2
"

のR
・R
・ama円置にある人
U

りこれa礎届罰すればさらωL

i
f
t
s
-
t
1
E
に
Bez--、

主
E
f
占
E書
ι
と
E
P
-
-
4
E
E

A
2
2
4
a
E
2

1
1
1

1

 

る内・とιて倹-舟釣にh例名
K
74'
ペ
ル働

V4ュ
-m-m
《中

1

2

E
L
f
-
-

国保食住-Ra寛・↑巾企して量《ベ4N
AV4阜市役筒市民禽

界
に
聞

a
れたa
ま
も
づ
〈

'
K
す
で
)

奈
良
市
!

ベ
ル
サ
イ
ユ
市

5
2
に
宮
市
提
t
s

aFaL州市
のZ
S

L
f
sした
・ニ
れによ品

市&も・ua館前へ婦衡する、

LCで忌ゐ的にAW患に過し室L

r
f
m
z
q
i六
月
ペ

ー

;

;

1

1;
1
4
 

・・・R副
俊
-
討
会

na・耐安勧

l

i
a
i
 

-----
ぷ闘
の室の一。

l

i
s
-

ー

!

?

1
2
3
2
 

1

;
t
t
 

..... 
市単提n命均
Mらの
，プ謂

伽‘.M鉱
‘.命の
.. '仙納納&&寄Lて

l

1
!
E
;
‘
=
&
E
i
旬
i覇

.

.

.

.

.

 

μにh
帥.奪$向りツ伶片nι
』E
凶麟m

-

目
泊
ιらり云言占日

"1断星《し
F

ら旬

..... 
役の鈴仏は』れ戸仏』，
g
、む》-支x
b
.
鋳罰LaU計"われ

.鹿
贋
州

l

こiたt;:

え

f:;た:;;も;iの::で;i市宮i;旬日3納器;待空;iてsi習;;依まi
i

次

ERi!
眠里

;i
人企t役空ら

l

t
e
も
の
蔀
k
r
E
S
?
L
ら

l

i

;

こ

の

E

i

-

-

i

i

n

z

b

i

f

 

i

-

-

"

 

'』の「amamh俗凶』はLFUVのでaaguぽ
aRaLて
h
Z

4
a
h
o
h積申
t
t

姉
妹
提
携

仏

幽
E-ma-耳打命

勧
信のため身afz

他陣
一役が九n-HU欧・十

献
-一-E:yA2・

よ

-172ι
島ね

豊
岡市のアンドレ

f

問

う

ι'

一へ

・3
2m
置

い
市
z
i
M
晴

ド

近
J

/

間

園

i

成

公

ト

完

良 ヲど

11向228(主〉 午後6:30
凶作山イシド』 岡田一山句。ー岬入居ちの霊司，.・ι・211117'1 マユ三時叫叫 同
四.~ヌ，.，...o~...':.':1.P.l­

"明向.~闘で割叫
岨..-出"剛咽唱

一i!同
斗

へ
基本
的
合
意

m維の盛時
をしのぶ

.州市の新居文

化策へ視嘗使節

占
目
J
2
3
7
2
a

周
か

2たの九"に守占

E
E
n-
-E

E

 

《〈氾ら
v
‘旬庫内ニう〈
'v

n
f統一Li

i

i

t
nt
で
Z

1
8前

阿

E
7
2
f
公
F
E
a
t
-
，

i
Lt
t
K
2
2
1
R
a
 

z
z
-
2
L
E
E
t
も
ので
tuuの

品
f
f
t
E
士

E
2
2
2
に
町
二

之
主

aら今回石ど一万人の市民が-m''ZE餐巳何

?
i
!
一
列
Z
E
E
f
z
s

企
に
t
t
2
2
1
2
i
f
s
L

t-れが喫製すれ%まt伺文化毎には民

ば圃同公一闘のJJydm-仲間団体AMらはじめての零尺

t
T
P
E
ι
t
Z
E
h
r
E
 

aLI
る
も
の
品
a
t
k
-
z
e
一方

TE，u・
2
S
EE
-て里

E"。

Etど2し食

aE
里
昔

t
v
E『
Z公

-』



シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
国

か
ら
女
比視
演
奏
家
!

魅
惑
的
な
ト
ル
コ
の
夕
べ

シル′A-I"1
<円<●_rM
4･･97'ノt

tのJi
-▲rLt

E▼
事.
I<Ld町
'
-ち■■.

･･-J･････

/

.I:/:I.:Z
j:･t
▲

tl_f
●

▲とCI
_.r■
r-'-●-)
･'

■
､t化tI(_り

.1-.
■

､■-
■L▼

●_■I
-

▲■●
■L'

-Jp
+

<

_■).■●Tt▼

ノ_rぴ

▲ノLy苧
■

T4LlttLtIL■】′'
tで

C人t'く
γ′■'Ibtt

Y･iの<r
て
-I,t暮ri

井上 靖 氏講演会
ンJt,タO-ド陣
協会が聴 講者券集

≡主二 主中 三

盲
･二′FJ▼人■巾
■爪

i
;:
帯
E･約
･iL

煎

S如=:
州

.

･･.r
-
/
t
′
L

-■■

4

l

t_t
･

-1'-__)

一●
_lて
i.
,qL
/▲

●1--'-･I
.,■
■.

C
t
t
T
▲
▲
■
九
月
↓

1-
i

t

t●Id■
●lII
tH
ト.L

JILi･J
-
_
_
●

∧
■
_
■
J
'
_

■･JLt●J
-Jtl_▲l

Jl●■IIJ=,{
_(I

_Lr.ILへJC◆■･..r

JL千主
よ,1
人'-
(人

■ィ

-
-

･･,･,
L
t

tT
-

1月の●.'(′●
▼/(

lrf･.
_■I
_
+
-

一
l
･･

(
■
C
r

X
▲
■

小,

i

ち
'
こ
と
.J
な
0
1
し
た

.

■
y
_
一
p.･t
.+
<
(
■
･
-I

百九十<人で
千+書▲t1上

･>
十

･((上
井
t
▲
は
二
人

か■

t
J

.■-.トー
-

･1.

-.･
L
_pJ1
5_

-r

C･=
+
_
_

74F
t
f

_+

■
･)▲

rE]_).(H
■

ILF

一丁u
C書
■

◆比
さん(a

I
L

V

I
■
t
久
*
町
の
Y
■
■

I
.
･'<
]
F.■
]

<Jr
E
■

Cで十...
J～
牡
.Iも
C
;
F

か
ざ
し
て
ー
る
こ
と
に
な
TO
の

蓋
C中て考
え
て
･f
も
と

で
は
･

.
q
ー
で
し
.
･h
カ
｡

.
～

.(一t.
=ヽ
ト
..

.

I
I
I
､

rLr;
I.
1

とかi.くさんわもCでは.
y

t
A,カ
け
TO

.1,なけ
<
J･し

-
で
し
▲

うt.

たr
_はーい″tに
r
モ
ん

■
上
は
.-
と
i
一
h

AT
なこと4,.･乙と
■〆ほr

よく
な
-,)と.Jと
_),.Yt
t!L
J
.

_｣な上
土†
っ
て

C

.
t
A

iJZFLて
′ともq
r
と
i

のq
b
セ
H
r

こと4
J

H
仲

生
活

の

巾
に
兄
づ
か
ね

⑳

ま
ま
に
破
符
す
る

｢題
別
｣

父
■

ilrH
X
rJん
の
ヤ
って

し
な
ー
で
n
舟
の姓
粥
に
･J

J
も

ことは叫▲
っ
て
t
'O
の

たわゥil･tL
ti.
丁とJ

と
+.

かl
土すか｣
･Jt

つ
た

の仇ボに
つ
t
て

M奴七千け

■

.,
■
T'
･
t
･,
I.'
'
-
.r
.

■
..
･,
▼
t
t
'

f
l

t

JC-tにtJ,hlカ
)と
よ
し
て

それ
に
短
句
L

f
と

､ヽJ
l
′.

ヽ･L_
∫
-

.'
_ハ▼t㌧
い■177J.

とtqってJてもそ一にこ
りする
よ
り
JpL
こ
と

は.
L

LIJて

.
h
･7
1
･
L.
Y
t
<
r
J
･.

_

I
,
.
.

･hた､jT(JLJI.･Iそ暮.

∫
'.一
l･■r..∫_"-

i

.■tL

._･,.6

.㌧J′､
t

1ヽ._'､
'
ト
■

稚
肝
は
.)だ
b
ゥ
た
り

さ
ら

･

.PEV
t
T.r
h

_

■
(.:
A

～.'*4'A_･JIrt4..

■

JI
と

.I+IrtI
ヽ

1..千.て_もこと.Nと

■CJp▲
力.tJb<に
何_

●1
rTL
-
.
I
.

L.･.T
=t1IL4I

舟
t
な
こ

と十才瓜して､
･O

二

･
)

_
_

1

●■.∫
.
.
～

Ir
...･
･L･-
.,

たのな..こ
とL,Jと･c

r
々
の

杜
の

巾Yは<た
り-

え
だ
｣
な
と
と
甘
え
た

り

<
1

.1
..

=(･.r.･■

61CElt士d
e
中
て
e

<ヤ

P

.

_■/.･㌔■
tL
･J

I
Y
,.

Gも･)よ九y
t上ヤ

J.+
▲｢
.■
<
+
▼
'
-
I
J
-

什
t
な
こ
と
●

ftTもこと

17('ヽ
す.一61.

rft大切
に
して-カなけ

小は
な

らな
い
･
ut､
I
T

t
Cr'{JT:
-▼●■

･■･..Z｡__一､U
t
r
<

(◆L･●JEtt7.･◆Il

■･■-'FlLL.E
L..

J.J･VJJ

次
]
_ェ

r
■
J
T

J_t■J

r

■tC#且
とは｣につJ

て与
え
てpfi'-と上-I

す｡

I

,__5'トt■'
..､▲
7-

-I-,CZLT
●■(tJIJ

ltけさ
<1す
1-P暮
仕シん

ク
E]-
1
■
U
花
事
t
i

イ
一

_.AtT-_
(れl.I,_■

◆■Vん･小牧
■■tlん

■_ttlbJ
_■
__t

行

政

の

こ

と

､

な
ん
で

も
相
談
に
応

じ
ま
す

十
五
EEl'
奈
良
フ
ァミ
リ
ー
で

絹

川
的
川

防
犯
運
動

･J
什

■
■･･
JP1_I..

て■
e
J文化JL舟半円r-

ん

rtのクへ■)(tJ(■J
r

_少～]○
])へt月二L

五日(te■
■

)tt･に.

亡一__■CJ+TJr

I∫
●
■
C■qI

I(ナ
カ′
暮ん
(′ィオ
ー+1 ●■ I

享弾 ;蔓等誓書等 …号‡;窒l■tEPIT / こJ′､1月､̀JLA
こ…;壷云 ミ ニ…守 護?文も苑;▼書▲井/IJゴ t 五年 JTEIII;

る
什

■上の仕事
にづ
J
Y

r
円

Pて-
もJ
rbカちな
..J

rなんと一
してtJ..Lと
い

ウ
ニ
と
は
<
り
･･

■んか.+T

J
_
L
E=

LJCf
tlEeT
で

川

t

r

JJE_
･
r_
I.
1

十4叩りごと-d
tつざの.1

,
I

.i.･･>;
_
･.A_
I
.

I_;_'
-Ill

と●-十月LE
H(<)叶

t十■
～

叶*叫■▼ところ

-一TA77---
人{大手

■¶]
叩■■
し
●
'

-■-

1
〓■■■■■■･●■

■

▼
■
■
●
■
-
●

■■一■

■J_
J
r
■
■

･

■▲■

■
■
●
●

t
●
･●

■■t

_～_E>
IrfJLrIll

北

部

出

汁

所

'

甫

瀬
公
民
廿
で
も
-

t
･Jf
ヽ
り
t
t
▲
●
■
■
一

■
r
I'
;
J)I
･
二
･･EIJL'

)

_

.I(･･･J'ltr.JE

J[
･
l

J/I
Z

■
●
(
=
と

など.考
が;
っていも化書

に
つ
し
て
と
ん
ti.-小
･,な
こ
と

で

ヽ
▲
t
T
｢
‥
刑
■

:
･r

'.I.

■
'
･･
T

I
･'
ヽ

qL･'
↓

ぶ
5･r

3l

▼相月
_;
(+)t≠j=
薫

(
山
J
d

町
Id砂IO]七)

▼10月21
-
(火)jEN公i,I

(兼
bE町

lI
〇
五

九三]
)

■T
rtJLMり
J/;<■
●

･･
+

.こ
の

壬
LL<たって書▲

■
一
t

t■t■■●上●▲

■
一
t

t__''ut■1r

tJ;■★_じて8rけ長
■

Crlr+_一日CA__.1

.4･>l†

▼
t

iたバレ
ー-十月
十]p

(上)t
t

I･･･▲)(
文
書
▲

～三t]･>

▼_人巾のBだt-十一十l

‖-1IIH■■■
r
L
-
I

tJ

▼
∩

_●■J,_■-tftl

cD
(
太

)牛■〓■Iidr

も■■t正■tt

▼
JL
t
Jt
■
-
_
I
_
I-

I
J

I
t
+
･J
f
'
■
t
▲

.

+
_

'dl■
.
｡_
t{
'I

t〇二〇〇二
へ■■
◆し

込んでく
だ
さ
い.

M 593号

ン
ル
ク
ロ
ー
ド
の
国

か
ら
女
流
演
奏
家
!

魅
惑
的
な
ト
ル
コ
の
夕
べ

り

"
で

hvaw''tvm副

史
一
・
の大陶hvah事典

-m

，
 

、
，
網
開&MW臨玄
化
鶴

間
r
L

克・
・ゐ，.R企の幽
R

剛

化

-w
支
化
交

-ReM

車京

支

か

O

迎
。

τ
〈
且6

2
2
:
;E
』の

町人
E
T
存

tと
2

w
gi

i

i

 

-のタベlhyb'・11Fの闘

5

量

E

Z
2
宵

E
全
宮
市e
宮市
5

2

7

i

E
大

使館
の終
・
で
つ
智
の
と
お
'

掬
阻

-eheす
・

八
S
I
-
-
t

s

午後
六時手ハ
-ma'vd八時ず

八
と
る
V
E
--

J

会一条大路
一了旦

ハ
aR奏
A膏Vμイォ，YE
-Aタ

-Rμ
さんVUE72F・4
s

・7ィ
，z，，
Pさん

〈

Z
-
U
z
-
-
2
作

自

μ2
1
2
品
5

・

仰Aha
「.，』
が
ポ
ル
e
t

A
T
3
2
2

2

 

〈
λ

・"v-m"
士
宮
Lbai

t

に語、
2

2

S
‘

i型化
健全書
p

a，，のタペ優』《
建太随町

z
=
2
こ
』
二
十

EU
《繍耐
何-m】
宮でにa

z
i-
-

'潰・a宥の
-m-
u

ス
ナ

-n，
.‘ん

【'''a--A

pwb
・冒
，，，
47 

金

-zh
《&異

色
・
Eで
4AZ'J' 

事
S

一

よだ民千信良ヨ長昭和"年..月'"(，) 

i
E
z
t
:
I
 

S
-
-
2
1
1
 

j
E
f
i
人

f
i
i
 

t
7
吻

4
』
E

Aピ

，，昼AE，》bah-，4-A，Vプ

L
Z仇一員、
a
E
，

i

i

v

i

 

z
ι
草
E
1
f
z

の
λ
?
?
J
a
i

B
Et
・:
E輪

車

t

z
ら

4
:
車

工
:
ー

淡

晴
山
駅

4
2
L

E

i
雪
で
は
E

3=
町
一
t
引
・何回匡興会

氏

ロ一制

《西南町

金団

ク
斗

足立語会

tp
レ
ゆ
き
が
主
.

:
J
a
 

E」
シ

M
IME典

↑r
u
w
AZ創立十周

44J

年記念向
調

償金E-
-RLて↓
-aaaを

E-sι虫ず・
z
a
z
B土
2

2
2
2
Z
E
t
 

s
=
t
t
:
1
 

V惚凶会・・
桐原
《azbR

路町、復-R-m庁内・

-

@二
f
J

ニ
'
t

目

T

A
了

t

zy午蘭十一時4午

後事時苧《az"は午

・
4
7
E
E

AWV
宵曹とニろ・tm受

里
E
V
7
2

金大崎一r
“vv・

-
2
1
2
シ

ル''trr』作-a舟

占
E

2

2

:li合
47・
ダ
島

1

・1》
V

E・4証人
マ人君・
哲

イ
メ
ー
ジ
ガ

J

R

い
け
一
円
台
，L
引
，

》シルタロ1v

-tにzf
是

f

2Jiル，:.
l;
が
E

A会苫』AA合"且炭尺

i川
白駕葡.測"釦
-$'》

lLfて-:、}t;「=fなt向:J1ゐ

.，，司'"
lμド予阿
f，1ジ
d

，男
lιル"z』

ma.梼

z審E長命
z
弓2か白
tL="品麟

E富瞭E一富噺宅で付日われ

.，=
】
LL.，
h

、
i

z

:

l

i

 

l

t

-
の

1

:

g

r

i

t

 

f
雪

R

A
工
島
崎

初
予
定
よ
り
一
人
f
R
7

7

=ー
ん
と
L
て
決
考

1

-nめe，，4y
aVAVJペ
l

y
を
皮
切
り
に
E
m
i

aじて日周憎め
PR
Vい備め
て

もら9ニとになりまLら

t

i

-

-
t
 

百九十八人で予備
審金
によ

旬。人ハ畳侠
寄金
は二人が符

ぎに伎られ-zしら

429
luyN
14ルに
俊
足Lた

Z

宮
E

Z
白
書

雪
土

ne
岡

E
Z

-ruの包帯繍
孝仙慢
さん《お

里

E

Z
E
s
t

-
i
産
自

F
L
は
品
l
zで

Z
一
と
も
う
R
F
2

2
t
t
s
E
の

t他人ごとでゐる』品

、こんでLるのでは危ー‘舟'
・e
、
撃

すそれ
凶ど、・m

別

人

権

に
鴬
L
織

知鍋闘
ゐでー‘る

の

au晶化
むの"需

の
喝
し

eN

で陪島崎
I

‘

で
L

Z

R
，

-n. 弘たものH常
42益金宮崎る

と
e
入
植
を
慢
す
量
2

実
。
ー
と
気
づ
か
R
T

i
i
i
 

a》
の同人で今後の信
健
a

Z
E
E
-z
r
ι
 

Z

I

l

i

-

-
詰
l

息
苦

2

2

2
e

:
2

2
 

E
程
E
-
E
T

ん

合

• 
守
千
里
里
J
‘る

のです.LS弘だむのHa雨

量
Z
芸
え
て
み
る
企

‘今、司令通園唱にAnh屯、-」

&
E
t
i
-
-
で
は
年

1・でL1・9b.

側
主
f
t
t
具
て

;
J
-
5
4員

のhHAにmLて、fド
e'uaa

wながらの甥の
憎民を観，

Anぎ
Lてー、るこ企になるの

では年
ー、でLaうか・

重
R
4
Z
J
.
型
人
に
=遥

F2るtよ2b行
H刊詰為t

た
員
時
f
t
i
止
;
『
z
f
そ
fん

忽守2ニ』とt宕宇
fi喝里aは宇r
 

t:tよ
Fifdtf::』E&s金

@ 

日
常
生
活
町
中
に
気
づ
か
ぬ

ま
ま
に
厳
存
す
る

句

A幽慢に『1似
父

-Pんのeavて

=
-
A
E
J
‘
る
の

t
f
4
b
L
S
Z
 

時
語
?
と
a
z
L
F
ど

も
の
4
-
S
1
:

ー、うよ'hほ』と倉重ー‘と

i
l
i
t
-
-

MにhるようKMxaの宮鋤除

「産
別
」

し
な
与
、
白
2
2
に
こ

ど
わ
今
た
防
護
た
子
ど
も

の
草
巴
ご
て
仰
僚
主
け

-

E
E
m
E
主

-aLてそれに反射叫ιft

ab句帯。ぜな納婚舎はばん作

りす
るよ今危~企は
伝
ー‘て

La'n. 

行
政
の
こ
と
、
な
ん
で

も
相
談
に
応
じ
ま
す

+
五
回
、

園

E
r
s
t
t

る
a
k
n
E
2
‘
て

『剛
噌て、る』『1baFらKL」

「なんとbLて措L‘』ei‘

'ζとu
-n号室崎電んか.。.

8
2
2
S
4
 

住
宅

ag
e-鴨金汗ar測

す
品
。
ご
と
Z
E
Z
よ

z
k
i
u
ー
は
'
q

u・-u
・内VLe-r

s
l
n
r
g
H
S々

a十時d午後附時
鴨v
ae-eo

・e-a-'7ta't《州大。

東
町》開盛
開催L-V1雇
-

e・奥行
取動禽.，，
a府
e書原
良

市

"ve--'・aEa
a貝抱月醜

虜鍋大厄圃副Ru-
-a良
県

aaR・胃
袋
土Ag
a会事・R・R・思

第
+会
マ
↓日制値amaa・

左京良
フ
ァ
ミ
り
l
で

言
自
主
主
自
制
俊

民北
郡
白

mm所
、
甫

鶴
公
民
館
で
も

l

j
j
a
 

i
i
 

をAV，のように則き
'r・M棟

続

L

Z

E
nFE

E

-

-

I

2

 

2
、
て
と
ん
1
2
E
t

i純
に

dtく
M
R

E
詰
u
t
--時
t
午

後岡崎@
E
A
-
-
》
s
s
m

《山陵町

章
一
O
E

vmmm
u
《火》宙
開a公園
町.

〔健
康町
・@五九三ニ-》

5
2聞は
1
1

i
i
i
 

Z
E
E
-
4
・

f
f
z
t島
守

的な・-me
・
ぇ
主
の

幅ひのえうaz・にaかわる

a
に
一
足
せ
た
'
t

に
E
Z
E
2
3
・

F
a
t
a
-
-
年

;
1
 

.、やて‘るニとほと

f

i

l

a

 

ah峰、でしaava.

弘f仇リ
u-のよavu-

S
2
4
4
L
て
包

t
b
事
2
t
t

幅五づー、たK7LτもιAn

れの也、ニ企ML企an

「A守の慢の中てua化
'ag

2

L

i

f

A

 

1
2
3
f
s
f
 

に，tのでは危‘でしa'

七
』
め
よ
う
?
i

少
年
非
行
防

止
織
り
込
み

J

a
r
-
明

日
士
、1
7
'置

-・
4
-
e象
画
L

て@鋪‘勾

一
任
一

eEM'開Pる防犯

I
s
-
-十

[

一Mi--主

厄占れ-zす@今-は

一
2
・
《
a
a
1
，

イ
nha--B》aye-上
ね

ら、の防止

一
侵
入
里
2
5
2

i

t

z

t

 

三少年雰誌の防止

防
犯
運
動

a
L
F
〈
一
E
n
-
つ
に

な
q
F
る
の
ど
と
F
1
・

そ
立
一

-
2
2故

宮
品
t
z
て
の
t

J

a

i

l

 

-
t
-
j
e
 

s
s
-
-
2
2
 

合現伝こと-e'衝するこLa

eumのa包ず誼恨めて‘，、

高
E
切
に
L
t
a
z

bnぱ危ら危ー‘bg‘
.. すリ

bのためには'r，蜘

之は例Ane
-勿失
U帽崎広

z

i

t

L

i

 

敗
。
除
品
E
h
げ
れ
ば

色。・zeん・
E
t
z
h
f
』

量
測
の

2
;にご

て
雪
之
t
t
l
f
s

t
 岡高

飾aのaR
E賓
と級官
脅初止

の同点宏重点目
僚とa，てi‘

-
a
T
・
ζ

の'm働に
-etqて傷-R

e奥
歯

a周防a凶
国会と・-R

a'a
傾倒.，a蛾.慣
では次め
よ，

な行
・
*aEてanv防製品
納島町

の健喝
φ

年R6刊の鈎K
Leほ

‘n，，す
E
a
s
t
-
A
±
a
 

【土》鋤-rat--uX血友
ama

t三amahv

-uahR剥の防犯園調・+-n十一

7
E
M
f
-
;
 

・ーでvna愚直
-m狸
鍵飾
固十月十六

同《&AV午隆二時t同
時

i
s守

V
曲
抑

a

・・‘•. 
軍
省

は

運

動

Z
E
S
防
車
《2

・R-@二一
01

・・
n両
者

.

.
 一汽
百
二
へ

a・申
し

込んで〈犯
さ
い・



市

で

は

「

Z

公

正

か
つ
市
民
傘
"
に
よ
る
計
陶

的
な

E
l
i

-

i

i

 

て
も
憲
す
・
そ
の

-mと
L

あ

ら

ゆ

品

会

に

E

に
つ
ー
、
て
の
怪
量
調
進
』
bz

I

上

旬
に
仔

!

と
に
な

;

し

ら

聖

書

は

毎

年
鑑
続
調
査
の「
生
議
環
境
L

z
i
?
 

の
は
ゆ

『
伝
ら
ン
ル
タ

調
査
対
象
の
方
は
ご
協
力
を

調
査
票
は
一二
日
こ
ろ
ま
で
に
送
付

こ
れ
を
市
政

に
反
映
さ
ぜ
る
た
め
広
く
公

言

君

主

て

h

f

i

f

L

白

書

変
も
そ
め

一
つ
で
す
a
今
年

1

4

2

「
2

2

-
l
f
鱒
」
「
文
位
協
働
L

『
ボ
ヲ
J
a7
4
7
院
齢
L
1・m

-ぎ

に
つ

L
て
の
六
項
M
に

つ
、
で

E

L

l

-

調
金
の
方
怯
は

住

民
盆

2

般

の
ち
調
査
す
る
人
を

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
言
語
訓
練
室
を
新
設

蜘

v
a
憲

市
総
合
編
後
t
J
タ

.. 泡

で
Z

ニ
の

aど
盲

腸
a
E:
z
i
i
 

--
失
E
陣
禽
や
き
筒
症
で
悩

む
成
人
2
・
に
粛
軍

相
談

車

E
qて
、

1

現
復

調

練

Jdで
は
二
人
の
言

語
治
療
Li
か
脇
市
中
や
交
am轟
紘

2

2

5

i

ゃ

署

員

空

宇

高

官

語

録

ー

し

て

L

1

0

言

置

喜

志
E

t

'

Z

怯

上
主
同
am

-nAソシ

ム宅
'
ン
グ
や

息
盆
め
信
状
に
応
じ
た
割
"
で
柏

僚
に
あ
た
り
e
z
す
。

宵
実
&

n
山
vh使
ー、こ
危凶
Z
K

A

Z

時

の

2

4

2

感

寂

し
き

ス
L
F
ν
ス
は
今

4

草

し

F

E

A

Z

E

-

も

め

で

t

S

土
は

「置
す
』

主

主

ま

し

鹿
島

の
M
M
A
を
換
圃
唱
し
問
題
を
ひ
と

つ
ず
つ
解
倹
L
て
札
〈
ょ
う
取
り

組
ん

で

L

1
・
5

2

酪

そ

う
』
Lと
す
る
聾
に
は
仁
川
ど
ん
何

気
危
〈
使
令
て
-、
る
』
L
ζ
ぱ
が

E

E

Z

〈

2

2

2

渇
具
で
あ
る

』と
を
知
ら
さ
れ
ま

す
舗現

在

員

ホ

木

金

」

雌
日
午
前
4
t
午
後
肉
草
に

E

Z

っ

て

も

ま

t

E

陣

草

言

寄

Z

利

用
し
て
〈

ど
さ
ー、.
問
k
合
わ
せ
は
岡
匂
ン

・7
-
ωむ
七
支
u
u

コ
・

E

S

-
-
z

t

t

 

手
E

S

E

E

Z

受
付
る

z
av

昼夜
作
為
に
袖
闘
し

こ
れ
ち

の
人
に

7

i

F

2
で
に

Z
を雪

i

i

E
人
し

て

も

t

E

の

封
筒
で

S
F
Z
市
役
所

長

t
i
F

あ
て
返
送
し
て

も

E

:

t

思
E

S

Z

え

の
内

w
as
-

る
心
配
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。

。歯
車
の
E
Kせ

て

E
五
L
1

の
で

す
月
十
六
日
ま
で
に
6
ず
ご

返
蓬
〈
Mに
さ
る
よ
ろ
お
瞬
ー、

L
占
す
a

E
広

a"'ム

-z'

奈
良
は
大
都
市
な
み

地
埠
的
自
衛
を
固
め
よ
う

f

↓
A

t

-

-

伝

一

れ

し

〈

な

h

E

で

大

署

長

余
良
市
内
で
肉
十
乞
件
の
火
災
A

一
み
-
に
な
q

た
わ
け
で
す
a

f

L

t

i

-

こ

れ

ら

の

火

一

Z

E

在

1

9

2

災
の
う
む
敏
火

《敏
火
め
棋
t
一
と
か
可
保
険
令
日
吋
て
」
な
よ
Le

i

侵害
i

i

悶

ょ

う

;

;

z

t

車

わ

れ

t

の

n
i

一

体

に

も

正

J

2

2

し

と

が

・

上

f

l

e
--
f

E

a

r

t

h

2

2

7

t

t

約

二

主

主

め

出

品

の

な

い

も

の

が

T

E

E

闘
の
t
r
e
プ
に
な
吻
で
も
-z
p
a

一
泊
の
f
'
f
・7
a
T
4
調
を
M
m
a
m
，

全
凶
的
ι
A
て
も
か
《
am
市
に
な
る
一
る
た
め
ら

『
面
白
字
分
」
と
も
勺

i

i

t

i

:

i

f

主

流

を

お

め

占
め
る
と
ー、
わ
れ

奈

良
市
、
今
一
令
閥
的
民
繍
え
つ
づ
け
て
、
垂

t

L
t

そ

れ

が

書

さ

れ

る

4
書
L
て

2
2里

参
〈

軍

大
在

会

E

E

り

つ
つ
あ
り
-
z
r・

い
の
よ
う
な
炭
火
生
防
〈
に

は

火

を

つ

げ

よ

;

:

E

s

l

L

よ

ろ

自

己

E

を
固
め
る
し
n
ず
か
な
t
と
ー、う

E

z

-
-

z

l
 

E

T

員

五

〈

Z
長

え
干
す
L
も

の

主

Z

民

m

E
L
f

-
-と
・
当

て

E

2
2
5自
E
九

マ
時
。
り
と
か
物
か
げ
は
敏
火
随

の
必
ら
も
と
ニ
ん
と
か
ら
伎

は
家
の
周
閤
を
明
る
〈
寸
る
叫

マ
依
火
庫
に
入
ら
れ
な
1
よ
号

Mn仙

a
a
a
"
に
は

μ飾
重
り

観
光
都
市
奈
良
への
椀
点

ま

は

古

〈
て

咲
〈
位
の

匂
ち
A
D
こ
と
〈
』
L
C
蝕
さ
れ

今

b
は
お
~
1
賓
の
家
は
ん
ば
I

』
と
し
て

訪
れ
る
人
Z
空

し
き
と
安
ら

ぎ
を
与
え
て
〈
れ
を
r
・

ー、
に
L
え
の

胃
マ
y
ι
玄
米
め
て

』の
衡
を
訪
れ
る
観
光
在

高

千
三
自
ん
人
以
上
と
L
わ
れ
ま

E

そ
こ
で

奈

良
市
を
訪
れ
る

観
光
客
を
対
象
に
市
治
行
q

た
ア

ンク
1
hvの
結
果
を
ー
、
く
つ
か
紹

介
L
て
み
た
、
と
忠
lhazす巴

量
E
E
で
は
「
名
所

E
E
〈
z
b
r
a
-一一%

と

守

ゾ

a

E

E

図

書

で
は
「
初

め
て
』
a
一
=
一z
ι
対
L
て
「
玄

闘
以
上
』
a
=
二

縄

返

る

た

び
巳
蝿
深
ま
る
布
留?
の
現
れ
と

2

3

L

4
2

量

行

人
舎

でMU寸

一
人
脈
」
は
少
な
く

家
厳

マ
マ
3
2九符
標
的

商

村

直

主

〔佐
保

hw
三
丁
目
】

友
人

と

め

「

天

警

品

Mi〈
Eめ
て

t
1

j
f
S
E
 

i

-

住

専

博
物
館

の

E

P
告

し

て

tと
「
飲

E

土

a
f

t

-

T
る
の
で
量

L
ー
ま
で
雰

盟
Z

L

d

E

B

F

t

i

〈

量

L

て

ほ

L

t

寸

f

y
l

4
4
A
の
産
@
手
の
組
-
R
AH
-
s

L

a

z

a

L

2

2

が

ず
ら
り
・

一
万
『
Aき
印
隼』

と
L
て

は
漏
出
慨
は
富
で
調
切
で
あ

勺
た
」
「
タ
P
シ
ー

ス
の
遭

&

乎

ス

ガ

イ

F
の
方
々
A
-R

切
だ
勺
た
L
R
ニ
れ
は
長
短
4

開
憾

の
批
判
v
、
-
富
市
民
同
方
々
S
健

切

で

T

F
a
え

て

〈

t

l

t
A

L
E
も
あ
り
ま
し
た

1

2

R

L

Z

:

 

味
わ
l
v
惚
〈
U
豚
か
与
〈
飾
か
で

浴
、
着
、
た
と
こ
ろ

で
よ
β
吟

た
」
「
偏
光
化
さ
れ
す
ぎ
て
L
る

E

A

a

L

a

o

L

J

 

L
残
勺
て
L
て
よ
か
う
t
」
「
省

、
，

E

2

2

〈

?

な

ー、
g
-
z
t
来
た
十
、
」
と
L
ろ
宵
無

を
残

し

て

?

の

楓

書

草

食
主
に
さ
れ
て
L
Z園

次
に

宮市
肢
の
方
々
の
眼
光
に

軍

主

と

し

て

「

話

?

f

Z

重
r

E

2

1に
i

!

?

i

i

s

i

 
i
B
i
 

t

t

誌

の

2

t

z

聖

書

a

必

要

E

t

A

b
目
立
，
て
ー
、
.
z
ず
・

喜

行

2

2

2

凶

一

得
は

ノ
開
ノ
冒
道
弘
治
つ
づ
き

広

F
，
イ
d
l
は
イ
ラ
イ
'・

H
aま

け
に
Z
T
足
で
路
上
に
f

あ
ふ
れ
る
知
本
て
'
o

六
十
=
=
午
曾
に
問
。
れ
る
ノ
ル

t

l
b

庁

童

公

圃

が

字

会
喝
と
決
ま
り
省
平
年
間
で
六
百

万
人
の
a
E
審
カ
見
込
-
z
れ
て
L

ま
t
ら
鶴
岡
ま
で
に
は
「
タ
ル

，
精
舎
に
殿
町
a
R
さ
れ

F
鶴
来

型
n
Z
か
婦
さ
れ

I

'
n
t
vv
憎
a
H
成
功
に
鰐
わ
り
，

1

4

一

市

民

と

L
て

て

皇

陵

す
る。

V
-眠
中
の
不
審
危
物
背

句
n
焦

げ
る
よ
う
な
匂
ー
、
犬
の
興
需

品

主

が

し

た

ら

t

に

起
き
て

Z
E

aR
ほ
鉄
火
障
の

，背
後
に
需
に

E

主

じ
さ

;

件
?

と

し

て

不
審
な

き

ぜ
て
宮

1

2

2

;

み
で
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
・

ず
に
は
お
れ
ま
ぜ
ん
白

t

i

-

-

め
オ
フ
シ

1
5

と

え

冬

型

聖

書

致

の

た

め

昭

和

平

七

年

2

「

Z

大
和
路

々
-
v
y
ベ
l
リ
ご
と
銘
打
ラ
て

各

2
2
1
1

側

広

銑
工
奈
の
喫
a関
節
介
な
ど

さ
ま
ざ
書
白
血
惜
し
を
企
倉
実住
居
L

ぜ浄』ー理e

ぷ海

奈良市には外回からもた〈さんの観党.か紛れます

' 

t

i

J

E

f

A

E
 

L

-T

れ

主

義
な
ひ
と
左

き
を
過
ご
さ
れ
ま
す
と
と
も
仏

副
党
禽
企
の
ふ
れ
あ
ー
を
鯵
た
れ

る
こ
と
は
集
t

も
の
だ
品

、

ま
す
・
ま
た

d
，
γ
・7
24ア
で
自
1大

E
i
-
-

る
L
と
L
う
S
2
l
'
な
シ
ス
テ

i

;

i

?

せ

t

E

t

h

・

2

の

i
i誠
実

?

L

Z

E

た

だ

感

宇

る

ば

n

，.
今
回
1観
光
』
と
も
う
'
t
マ

で

L

6

L

Z
富

E

2

L

さ

e
ぎ
a
な
調
査.障
を
縛
見

殺

し

t

九

こ
れ
ら

を
通
じ

:
1
f
zれわ

れ

に

と

て

a

f

I

E

は
切
り
・
す
こ
と
b
で
き
段
、
L

ε
改
め
て
E

し
き
し
九

観
光
..
 市a，
a
企
の
共
存
供
米

自

i
?を

し
の
ば
せ

i

5

5

9

篠崎町
て
、
く
こ
と
と

観
光
客
ι
r

a
b
〈
迎
え
る
ゐ
auaz
え
を
持
つ

よ
Z

E

t

て
の
使

命
で
は
年
、
で
L
B
う
か
.



自称m 号

「市
民
総
ポ
ラ

ア
の
福
祉
」
ン
子
ィ

l時
代
J¥ 

福
祉
大
会
で
西
田
市
長
官
明

りよだ民市良奈昭和制隼!{}fI1 a 

「
あ
た
た
湯
、
草
書

f

2
2
2く
り
」
高

E

ん
な
の
乎
で
遜
め
よ
令
主
今
生
年

も

E
i
-
-会

員

2
aし
た
。

車
九
月
十
五

2
4
E

nL
に
何
わ
れ
る
」
の
大
会
に

主

品

開

千

五

両

人

mEρ

苦

言

2
5に
ぎ
わ
t

L

品
り
ま
し
た
・

2
4学
校
プ

2
2
4

と

L
F
y
p
，
プ
の
富
男
社
危
痴

漢

p
d
l
T

つ
づ

t
i
i豊
富

隊
オ

l
ハ
1

4

レ
イ

νボ
l

z
i
t
tな
E
2

7
7
2
a
Z
E耳

S
Z
T
Z
tら

(告}

n
s代

Z
T
4
2

E誌
に

1
2
2個
人

問

t
i
f
f

b
M剛
ら
れ
e
ま
し
た
@

-etp
さ
つ
に
立
っ
た
樹
園
市
長

は
ア
守
れ
台
ら
の
祖
祉
は
市
民
館

ポ
ヲ
ン
テ
4
ア
の
緬
祉
心
の
温
情

益
金
め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
危

同
附
凶
川
百
万
円

端
ラ
ン
，
a

司
?
・
・
金
に

九

n土
日
に
二
名
町

の

苦

手さん

8
2
7訪
れ

正
会
福
祉
に
役
立
て
て
く
と
き

と

と

西

国

1
1手

渡

L
tミ

大
E
生
ま
れ
の
考
栴
さ
ん
は

;f書耳耳言型前毒両員型倒 Eプ内MfzEfi型宇喜ま132.221 s IE E‘ 
量 平写 体ぢ-~拘 t 聖C1 2 1人宅附衡るZSた，
jz旦EEE山口 fHZEiuMM;7中主流勺量ZH
t巾目-siMEEt害車t聖害ffA主ttE?i t zJ1・tZRfシLF
1Ea?ド写fE26j;E11l ;zrh里zzffifi;!?tT 
121主主従f7E132Ez f:fa君主IJ幸福zT EI宇 E2宮2に22

ド;41iEhs品目fAzi障害者作品展
;fif;iifi f ziiliifrrlfTう
健小 岡 正 児 FV E にし ・ 儲 3人は尚喜セ傘二品身前
2Z喜志よ戸官 f f E Z主211Sf tょEfF聖十

れ c ..らがお H

t同副掴M・Z眠4 l E存ら雨量主育児』

dl司智 7et要@
れ い朝刊>>-1.IMB

i i 
約 3

1i 
j;l i I1:;;11iii ;;z 
ι 喝の敏衝たおご行 ν→十 長会復ワ月
占と で イ佐でむ返ゐわ 人 V 内電 T 附
打社。し .hー，にの問陣九中， ..，今 4民会 に切.， 

シた勾と-41 . . 1::' L 

if主ttit-J 
S証品JfTE t if 

2
2高
型

自

主

ら

も

附

和
土
二
年

n，
句
手
が
ゆ
町
た

i
Egi
sて

t
t
t今
で
も
同
十
五

i
i
i
;度

の
た
め
の
誌
の
蓄

の

t
n

i
l
-つづ

け

f
と
き
は
一
日
に
開
五

件
の
熊
山
E
b

m

問
さ
れ
る
そ
号
で

新
し
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
め
ざ
す

自
甫
ポ
av
，
，
4

7

-
女
舎
へ
三
盲
人

l

場
二

H
2
2
1
1
7

2
a九
月
1

仕
事
立

民

館

品

?
z
m
z
t

f当

大
会
l
i

は
市
内
一

4
一の

dr
，
y
aア
4

7
グ
ル
ー
プ
の
j
'
y

4
1
7
5
2
2
 

袋
帥
ら
の
ほ
か
ポ
ラ
y
・7
イ
ア

す
凶今
度
の
嘗
付
@
は
可
私

n-Ra

t
ら
せ
る
の
も
仕

t
t

げ
で
す
」
と
県
か
ら
も
ら
う
し
必

t占
高

R
Zこ
勺
こ

つ
と
貯
め
た
も
の
だ
そ
う
で
す

t
m
t
は
こ
の
寄
金
金
ポ
ヲ
リ
〆

'd句ア
広
金

ι柵
み
す
て
る
~
と

ι
L
a
z
し
た
B

afZ】
Z
Mt
一
一偲

Z
?
主

慶

一
V
者

同
紙

U
修

【
1
2】
@
食
I
圃

A
q
畿
自
え

E
T
久
保
全
自
隆
夫

マ
旬開貧
困
E
T
山
太
毎
奥
山
中
号

'

f

?
去
】
書

MZ側
代

f
v
銀
貨
価
安
康
制

f
v幽
同
省
首

山
聞
や

rの
内
原
山
長
斜
線
凶

7
 

• ー
ご老人180人
ハリ・マッサージの
無料奉仕を受ける

S
M
"
し
-
z
Lた
et
'
ン
ト
ピ

7
e

，

E
古
里
宣

で
も
あ
る
側
副
市
長

が

「作
町
民
和
・
加
の
綱

且
置
き
め
綱
b
ー、福

益
金
湿
め
る
た
め
に

も
市
長

f
y
，

dy

ア
め
喫
現
金
M
R
勺

て
も
ま
す
L

と
あ
L

さ
つ
@
つ
づ
ー
、
て

長
年
J
納
品
劃

L
て
ー
、
る

d

，y
・7
4
?
dF

ー
デ
七
回
偽
Je
耐
性

会
M

情処I
脇
窓
会
め
-a

彫

a
a
e
り
京
徳
猶

川
病
院
顧
問
M

苧
川
一

光
血
友
生
に
よ
る
「
4

7
更
を
抱
え
て
L

品

し

た

量

む

わ
れ
き
L
A
-固

2
2
L九
回

E
Z
'

J
-7
4
7
大
・
に
・
奮
ヲ
た
4
本

'Jテ4
・7
@

方・

サママ
簿

嘗

者

の

か

心血管脇陣

μ

く
し
芸
大
会

宅街

児

値
"

に
よ
る

-ー
か
〈

L
2大
会
」
が
次

照

ち

め
と
お
り
催

2
1ω書
掲

で

たmり
一
め
観
賞
も
徴
迎
ω

広

よ

と

f
』

一

士

'luu

+〈占師

乍
後

一
時

t
一一
一
時
半

V
Lと
こ
ら

E

即
日

a総
合
福
祉
告

y
'
t
集
会
室

の

け

マ

前
日

M
-E函
民

謡

話

専
受
E
を

舞

a
r屯
と

ト

Y

市
で
は
市
内
雀
住
の
心
身
障

待
緒
川
氾
を
対
象

ι附
横

a一一
一+

t
Z
Lて
k
t
Jf

L
る
み
は
け

2
t住
所

氏

名

句

齢

電

訴

骨
H

吋

障
害
の

自

と

制

度

-

骨

量

人

伝

令
書
ー、て
十
月
十
九
日
(
日
》

き

で

に

番

目

f
?ヘ
ハ
電

略
舗
で
も
可
】
固

げ』
は
市
内
の
七
4
1
a
以
上
の
お
句

嘗
q
約
百
パ
4
1
人
が
幾
重
り
移

住
の
協
会
員
と
危
ご
や
か
に
塁

L
な
か
ら
継
衝
を
受
け
「

ヨれ

で
身
体
主
〈
伝
り
ま
L
た
」
と

よ
ろ

Z
で
L
重
し
た固

3馬

a-の
一
角
に
は

1
4
，
γ
・ァ

4
7
何
で
品
銭
」

?
Lや

各
が
，
Y
晶ア
4

7
グ
ル
ー
プ
の
Jm

-
l
i
f
f
 

ナ
ー
が
禽
げ
ら
れ

dr
aヲノ
畠7
2

1

ア
グ
ル
ー
プ
闘
の

2
4に

快調‘に 1i:~に

道路様"'''弘たちを

案内してくれます

市
政
相
順
舎

十
月
二
十

一

の
日
程
在
更

M
予
定
の
縛
身

右
京

朱
復
広
忠
纏
K
A
m三

十
日
《
キ
u

に
ま
た
同
二
十
肉

日
予
定
の
あ
や
め
地

盲

絹
樹

字
国
術
学
園
三
直
纏

K
a十
一

月ム

M
〈本
)
に
そ
れ
ぞ
れ
ER
わ

り
ま
し
た
会
・
時
間
は
L
ず

れ

も

言

?
t。



(帥

東
北
の
味
た
っ
ぷ
り
と

町農."手..月 1目

咽
両
市
交
歓
コ
』
ラ
ス
と
鶴
山
市

.

.
 光
納
庫
昆
で
観
交
深
め
る

り

-mevw
侵』
Z

《令
ね
的》

胃

周
均

の
伝
崎

ab』'
も
勺

山

内

出品
・
で

傷

aR-maM'

aa鍋
m

・
・
出

島
県
・
山
市

LZ.‘

-E
M
E
E
t
-

-
舗
式

年
で
』
r
k
m留
守
民
俗

'i
f
a
z
a
Lて

九

n
x
z
ag』
に
あ

わ
省

:
f
7
2
2

依
前
奏
会
と
・
山
市
内
・
鬼
絢

aE

長
10
側

aれ

-aLた・
AEの
mm

kf
f
T
Zで
-E

5

2

8

i金

z
-
Zの
あ
で
や

a主

は
危
〈
ら

a
q
ぴ

'svし‘

.，

M
4
Zも
の
の
一
の

高

g
l
i
r

-
-
t
i

f

 

t
ー‘う
こ
と
も
あ
令
て

多
〈
の

自
の
人
気

E
t
A

-
山
市
白
人

Anam陪
家

集

ー

さん

7
1
i

舎
は
ま
型
実

t
午

後
一
助
手
-n
，均一喫
‘
変
化
句
、
，
，

』
で

mapれ
azL人、
調
金
じ

-a

化
。
，

aA久・・
山
市
長
。
『

4rE

よだ民市良書提

4
E
a
-
t
a誕

網
健

a九
月

t
一M
，，
.
八
崎

f

t
E
4
F
H
圏
内

a

-
l
!
i
t
 

第'"守

銅
線
"」
a
・
加
し
た
の
は
由
岡
市

E凶

E
2
1占
E

euに
蘭
臨

Am-aa
，.

-w・
も
と
肉
働

AEkuabら
三

百
肉
十
人
.
g
t
Z警に
E-'

の

E
F
1
2i

理

主

念

L
て

八

2・
山

4
E
L
;
1
2
-

Z
T
S山
m
E
Z

R歓涜安全

A
ら
幽回
目舶
L
て
i

、
た
だ
も
た
賓
室

主

化

財
広
触
れ

2
の

聖

の
得
さ
に
事
前
劃

Lzaxけ
ま

Lた

ニ
れ
の
ら
も
文
化

EE椀必
と

帽
広
、
生
幽
憶
を
樗
め
て
ー、

eezL

a'』と
め
ー
、
さ
勺
・

r
u
a
E
T
t
 

z
t警
が
a
r
a
-

-e-の
"
の
た
め
に
仰
司
た
と

E
E
2
2
f
 

i
-
-
Lら

・
贋

5
5
2
R
E

EFhわ
れ
は

LV撮
れ

シ

d
V
-
2
-州

宮
守
t
m鋤

alv

Mtゅ
ん
の
は

LfamaTM
lプ

a
a
E
R前
向

T
て

AH鈴鹿
ahnhれ
eLf

ヨ
E
f俺
内

川

市
民
M

d際
2
2
1
M
e
aう

の
よ
う
午
阻

a
f
Z仏

品
"
は
あ
り
是
也
、

auHご
ん

n

i
i
z
i
f
 

と
は
h

め

e''J隠
し
て
の
陶

:
i王
B
E
atめ

-RaZじ
め
十
五

-aを

一
俊
B
F
と

'

e

に
重
ぜ
て
臥

一
た

UHLM働
げ
て
〈
れ

azL久、
az

k
Z
T
2
t
'
z
-

.
舎
の

5
1
1
k
f

rT
A
'
t
f
k
E幼

小

211
42
2
'

SA'hも白
ー
し

-n
-ehyf

2
a
E
高
高
官
市

t
f
E
E
fー

を
-
t
に
す
か
句
冊
、
，
て

t
，

."、"とハ-~=寸断引M・山刊人合唱図

Lt 必
OAN't則
"
の
"

に証

i
t
t
t

L
E
-
-
P
R
a
 

t
Z
F
h
E
4
a
t
 

〈
の
市
民
で
に

ghー‘，
ιた睡

竜
江

E自
amt

・-
5
I
z
t
E集

室

q
t
ほ
か
食
品
一
丙
幅

一ニ・

型
一
一
げ

L
a
ε
z
a
a

も
人
気
象
集
め
て
ー
‘
主

Lt凶
，

e，官民
主
ん
仁
喰
今
め

UR遺市民
aRh

d
f
a走
61MLと
あ

わ
ゆ
電
て
毎

LJb笹
の
乞
編
"
.
，

も

E
A
む
樹
君

-
J

L
な

聖

書

面

"

に

そ

ら

こ
わ
ら

t
T
Sろ
は
と

t
f
i
n
E
S
L
 

書
留
て
、
れ

azLた

ミ

ih也，。
4av--の
心
が

Ha-

-
a
4
3
2
J
 

2
2愛
-
f
i
--E
t
z

凶』

令
書
偽

A
B
九
月
一
治
付
ょ
う
と
‘
奈
良
市
で
も
則
間

}
J

い
鋤
-
-

一6
0
一
M
か
ら
三
一
中
燃
の
一
ι
b
q
た
さ
重
ざ
ま
h

溜

J
V
還

明

令
日
，
て
の
十
日
一

t
i
-
-

、

耳
金

?
l
ji
l-
-
(
J
i

司
副
付
刊
日
h
h
H
T
MU
刊
に
れ
村
山
民

U

S
愛

す

一

U
の

か

t
h

一sZLて
S
F
E
S

湖
判

放

に

MmaR幽
"
で
は
一
を
開
き
受

A思安全
パ

Vド
e

'

t
t
i
 

.，aが
傘
"

そ

れ
に
と
も
な

J
t
b
f

E
I
M
t
z
a
 

び

そ

の
明
書

t同
リ

lA

'
i
h
i
p
t
s
 K
L
F
 
2
事

E人
合

q
a

-
-
i
z
-
-

E
Z
T附
か
れ
、
官
位

A
Z健
よ
I
M
F

!
1
4
3
z
a
z
 

wg
t
t
 

an吹
畠野
信
偲
の
A

i
z
i
 

phAロわ
ぜ
て
の

ιp

y
繍
伐

E
t

f
i
z
 

Eで
閉
会
a

西
川
市
長
が
住

み
よ
L
明
る
ー
‘
ま
わ

づ
〈
句
の
た
め
じ

も

λ
ん
玄

Avnhg

E
i
t
 

u〈
L
ま
L
Z
う』

と
あ
L
さ
つ
・
勺
づ

1・
て
岡
市
長
か
ら
究

書

ょ

が

量

保

Z
E型
2

1
f
i
 

一-bτ・4n旬
Z
L
P

外
同
婦
人
も
活
出
血
な
立
見

婦
人
問
題
国
隠
交
流
付
論
会

ω
A
m
Z
E
s
t
 

a
y
め
o

A

め
よ
う
噂
庖
企
.

:?，
J
A
I
 

-
発

a
i
T
a
t
-

ニ
2
1
2占
】

t

M
十
日
、
俊
一
時
角
的
命
由
K

M

開
変
化
ム
セ
ノ
タ
ー
で
調
の
れ
ま
L

f
 
'
'
1
1
は

aan舛凶
』
内
側

IA
z
t
I
R
2
2
 

2会
嵐
長

2
2
2命令

て

7bれ
am‘の
'hh

・m術

褐
に

3
e
z
?官制

&A・m・偲
の
司
会
槍
繕
拘

fAmhn一

般
宵

bAma-慢の
働
R
の
も
と
パ
一

:s
人

E
;
4
2
-

2
2
、eth

一

，
4
ゐ

9
・
山
田
畠
管
句

SM・
・
一

fγ
グ

4
さ
ん
が
「
占
は

T
雪
量

t
員
立
命

的

E
f』長
h
a
z

u
s
-
-
m
4衡

E
L
Z
E
，V
1
 

1
1
・J
R

電
ん
は
「
日
み
の
舗
人
の

t

F幼
げ
て
h
る
の
は

内

V
I
E
-
R
4
2

2
M
L
i
t
a
 

t
f
q
azek怜
で

ME

i
-
-
2
1な

z
=
1
2
a
f宅

5
2
2
2
E
 

は
具
切
て
あ
る
が
そ
の
L
わ
よ

Z
F
tた
ち
に
k

ー
と
は

2

・
f

一同

一あ
な
た
の
善
意
杢
川
田
一

一瓦

タ

一畑

一み
ん
な
の
た
め
に
十四
川

き

れ

中
鐙
健
保
育
園
短
め
衛
官

a
r
A
K
M
L保
健
の
応
'
"
・

2
2
F
2
7五
八

三
占

t
z
t
z

s
E
i
t
J
e
-
-ai

-
-
"
 

S
O
F
A
s
h
-

き

Z
‘t
t
E-

一
』
の
あ
と
・
卸
信
念
伺

E
a
R
MS-aMgaa問先
・

A苧淘
k

a
l
g
i
-
-
E
-
T
d
 

vvpLV'dL
網
開
‘
・

a----ピ
AAm
-MW上三

E
S草
g
t
h
t
A
J

こ
の
ゆ

an幡町
胸
中
は

v''ペ

f
z
m
E
Z
E週

・

量

2
習

u
f
z
s

主

書

2
量

a
lげ

tた
;
E
E
・2
・

E
E手
E
2
2

R
パ
レ

MF《九
月
一

&I"ν

-
周
年
海
外
箇
力
隊

員
募
集
の
鋭
明
会

B

・M・3
2智
雪

組問

ne
z'・
a概念
が
次
の
よ
う

に
聞
か
れ

azす
Lι-eAと↑
A・す
一
月
七
日

《
.
》
企
同
一

t
一
日
【
・
v

験
文
化
合
早

z
r
r

れ
も
午
後
即
時
手
，
九
時

E

・e・主
mMkthほ
aれでも
M・
て

-
け
な
け
れ
ば

E
f
L
品

mrる
企
‘
，
，
鯵
て
略
。
館

長に

g
h
E
E
tら

ニ
の
縄

S
7
a
可
決
の
，
N
V
-
y

r・
句

型

間

?
2・

2
・“
a
t
t
t

i
!
:
 

i
m

・ha
s
p

TA会
見
の
山
崎

474'SAは

-una-は批
A習は
胤
ず
・
ー
‘
て

i‘

伝
、
牝
働

Re
L"定約
に
‘
ら
金
る

傾
向
が
鋼
、

abA・
匂
ゅ
の
は
そ

t
a自
分
の
人
屯

E

t

i
f
f
-

f
!と
a

そ

も

そ

れ

皇

:
i
j
E
 

"
新
開
局
全
盛

叩
暗
躍

!
i
i
i
 

自
治
会
商
府
会
も
参
加

防
虫
訓
献
に
三
四
O
人
甫
凶

E
E
E
p
a
;と

と
も
に

a--ma--*‘
‘

気

t
a
s
t
-
-
a
 

向
1

h

実
現
が
健
'
位
入
‘

aL

K随
俸
と
の

z
z
h
t

Lr. 
a'f内
煙
の
中
鮮
民
・
鴫
尚
開
府

A

E
2
2貫
通
品

T

2

思量姐
m
，.
測
値

'
a"-a仏
応
急

処

-RL
竃

aL
騎
院
へ

Smib象
a

z
a
Rれ

R
五
量

産

Z
Z
2
2
2

同
町
内
向
的
余
震
】
依
・
キ
獲
町

1

i
t
E
T
 

入
品
開
抱

mvbaAm町』
rH・中

川

2
1
1町
喜
住
宅
・

山
ロ
持

RV質紀
平
町

-TM第
二

-a川
安
正
マ
百
使
圏
一

YM&4

A
2

・
やめま しょ う

倫てネコは

「晴て犬

し

め

E---と
』
人
・
民
凶
刷
禽
で

-Rマム
wιA・
F-R館内
・
集
積
一
宅
ん

-ub徳島
n
問
・
ι
人.，

m・
と

Lて
t込
言
明

E
S
t

t
i
k
i
A
4
 

7
か
持
品

L
Sベ

-aLka 
-
E
A
n
A
A
 

A''U会"
問
圃
・

ι
っ
、
て

の

F

F人
ぱ

i
L
t

s
a
-
-
E
Eの

e
・2E
I
z
tえ

ば

ι、、
の
事
は
伝
‘
で

Laav

a・
毒

J
L
t
t



!fI 593号りよだ民市良昭利引年10月1日(η 

初
日
か
ら
市
史
跡

文
化
セ
ン
タ
ー
で

マ竿曹発議会・二十占日午前

a-時tE千・詩吟警のa

-Z乞
r
t
・
-
s
z
a
g
-

二子夫制午
後
一時t一一時

t
'
L
は
『
z
t
A

5
7
7
F
で
Eは

市hc-m賓館
陥

aa，R幽障の「事

苦
言
E
9
9
2
も

;菊花大会ー
・・・21固から市庁舎で・.・

玉ド城自跡

十月二AY一Haらす
-
R
三十

一1
t衛
庁
舎
玄

関

里

宅

周

bhazす

"月1a 
織演会.

ー
:
1
4
主
君
"

.九勝氏

Lze
 

-tnf九日《HV等
嶋

f時

4正午
Z
T
Z
Z
E

t
a
-
r
Z
4鍾

里
E
M
E
ZE
Z

f
z
z
z
w
z
 

f
t
E
r
r
-
も

E
E
F
A
E
h
れ
ニ

2
2
ん
で
聞
自
z
r

bこの人舎が聞かれるよ9巳

T
2
1
'
目
。

市ではニの
入
金
位
自
P

S
E
-
-
s
f
h
 

'e，
.附品
は大働
三
a・2て

人
-
号
I
1
1
2

常

--sz-a《
曾値士

一日》へ

血申し込んで〈MS
ー、《問、合

heも阿保ヘ》
・

E
十
五
八
日
に
は
心
身

哲
E

R舎
に
納
得

し

綿

花告そんでもら、1・

-Ae・国境肉AFb幽
問主L

食事
a-市内金位
のト'Ay--u上
の

人八十人
"v・g・山中
L込
A・4

月
十
五
t
E
Et

富市舵育委伺会a手陣叡怖の，《三集大路一ZMM

且湾軍調金の医由Ra現
状

LZ・7

回演
.，伊・渇m・・健闘えザ

噌白楊関同事厳ホMm企'a開会民健か市内の鳴楓副作の製

2
2
r
E
し
3・
も
さ
に
つ
h
て
罰
し
1

-

h

q

S

1

H

1

1

2
 

-守梅
毒
・
L
r
a
百
九
倹
刻
俊
一
時
v
t
T酌
?"v
とヨゐ

?
的
E
f
a
z
o
告
の
-
a
a
s
色
2

2
1
T
Z
が
r
Z
2

T
附
J
H
E
理
化

る『4a京
maのE幽ε-a巾告ン't唄》
マ
定的関八十

僧階大宮Lず
の姐鑑UMR』
守
人
守中Li泊
A
・"aはか-e

『俺楢凋値
のa‘
-h也どの縮れ
げ嵐明
氏
名
守
"
ー
驚
M

t
L
a
t
t
稼
働
会
E
E
S

S
-
E
コ
一
?
?
土
月
、
1
1
日
a
E
2

関日の牛a九時'q後ha"で前文化製会aRbA開制一

《たとLem旭日はのぞ〈》rH
---
一守司Vへ

Vとニゐ・布ax・支化ey
応

eh'敏の岨甥合は仙沼am

i

I

l

l

i

t

-

-

1

1

 

日守備十時bh・家庭のら

2
2
2
B
虫
'
ザ

S
E
T
 

i
o-
-v
 

変
化
E:

1

A

F
-
-
Tに
E

E中

で
仇
2
2
f
「
h
e

古
に
す
る
i
g
m

そう企百円，』'νの鹿島電
宮

eA幽E
d
る
t会
伺
畠
ι

霊視一・

2
;
t
s
:r
 

S
-
十
月
十
九
日
E
T

隆
一
t
t
一
一
一
号
百
L

AV
，噌

a・・
『一向円

'
'
Z
Z
L
・
H
a

t
-偏
向
嶋

μ府
民

'a山中
L

t
・2
2
・
a

電局・uF，h怖いル官電語て十m

l
U
H
a
t
に
Z
1

i

a

 

j
s
 

i

-
-

n
d
f
"
E
A
T
 

-
r
・
日
午
前
九
時
T

午後三時
・1H喝人一ル同

人・E

E
内
E
7
1

十五十関nJ一"で一日

町毎週金・Hq俊一時す白岡

崎・玄凶臼a人一十人.

業
以
上

:
2
2
2

k
e
Z
Z
Z
2
 

E
E
i
-

n
p
t
Z
S
2
で
。
定

"aaの
t

・8は
他
迦

《--v会め降憎て底的役袋織

宙

weqvゐょうi附-e，す

こ
れ
は
E
2
2
2
2

z
a
へ
の
関
4
S
め
て
も
ら

T
と
す
る
色
で
t

3
1
n
i
l
t
 

守
後
時
t
八
時
1
4分
V

E
7
望
者
館
内包太

陽

E
Z
T
MVR

・市内作仲刊の"の1八a

utの人何人
マ
テl'
tra

T
F
ら
し
2
2
S

E
t
-ゅ問
2

2
M繍氏
ta
n

t
z
i
t
f
人

?
員
組
夜
開
絹

un一氏刷

2
2
2
u
:
E
 

崎
氏
名
z
a
h
て
I

:
;
!
 

"
会
合
象
大
路
剛
一
3
H
2

.
一

》ヘ中L込んで〈

j
f
-

織
協
側
四
四
鰍
1
1
 

2
2
え
き

康人文学観演会

とき
a

n
t
T
E
五
九
時
v
t

↑

t
i

t

i

i

 

政
治
敏
餐
鶴
座

一
里
附
認
堅
苦
定“

V
百コ
τ

官

E
S
"
で

一人マE
，“AWみはるみs

a副ma問書.，.事用金崎HAMとん
V繍凶・
、--hL命令た，L

m
Z
E
-
-
2
・
2
5
凶
R
E
i
f
-
-

若
布
の
ふ
れ
あ
い
め
ざ
し

ヤ
ン
グ
カ
l

一
J '¥' 

ーνー

旦旦・盟.I~豆町控里

:fgIfi;i i1 
t ，[ U す勺ル勾の y 旬
、< • ~ L も・Sの
』 弘 f l:. OtI .，. a.: ..， 
生..加 f~ "‘' 
TtZ 品stia 

益額.，文仕僅需

hAUR--u'm自

主ダルプ道
修会企実情で十

月二十闘ut二十穴闘の三回

E
L-
-
uごろのZの

E
1
3
i
 

謙一
号『
z
a
-
-鋼
a
』
=

金広げようとLラもの
です-

z
a
T
2
7
7
・

一下
関
1
1
i

品
4
E
R
-
-
n

a九時
4
聖
司

2

2

2

E

T

 

.，
ァ
l
b
'
'
q
-
w

m
銭
信

盆
“

.m
す

aA

写
昆
危

4

E
男
7
・
2
R
t二

。
六
H符
q前十一時t午後

三時-
-nν11'どん

eq

f
f
E
L
-
-ぜ

ん
ざ
も
2
2
;
』

E

・1
1
;↓

j
iz
-主

"I
-l
，ル'd7・
一千五

， 

噌に睡情凶町て府内の1青
少
待

問
俸
が
EL
l

-

z

i
E
Z
Z
:
は
じ

め集凶体が工A'・RhLt

阻

t
2
2
2
2
は

e
t
t
r
Z主
t
e

‘
=
守
し
て
:
‘
心
喜
〈

ん
で
t
f主

C
E
-

S
』占
t
t
ど
れ
でも

裂
し
〈
E
E
i

【

3
7
4
t
E
q

・4t主
的

T
Z
】守
a
a
S

E
t
-
前
人の需は

l
g
 

岡山内判
】44yト・U7
1
1a

:・
l'
i
Z
A
n

t

i

-

ジ
-
v
J
R

，，YA
畠
?
"
ピ
P

久島町綱T，，ヲト

敏

f
コ
ー
ナ
ー

i
i

EM
む
す
び
鈍
き
そ
ば
ア

499・RYFヲF
dm
Mプ
3

1γ
鰍

"uF1-ア目
γ

・・1
内絢ぜんざ、なよ
マ
、

て
に
E
て
開
館
へ
百
組

温め・合は値濁・濁舛置の

'Aa

・
年
金
街
頭
相
儀
所

ニカ所で
闘〈

;

t

i

t

 

i

s

が
量
;

t
r
i
-

t

i

t

-

t

i
に

2
2
a

l
t
i
-
-

M企也乍・t時d午‘宮守時

vr
e
i
n
-
2
2
 

aam-側
内角橿町》

vt
a
l
e
t
-
e
 

w
t
j
z
t
 

《例入'麹町》

ポ

4
ス
カ
ウ
ト

へ
一
日
制
体
験
入
隊

人-陣争鍾禽

---a

;

i

t

i

 

議
会
《
華
町
一
志
弓
E

AM-益燭議会t
'y'f
7ムt

it肉

喜
例七七七va

t-A引の占7y，‘nji='bで

BnSへの一日体輸A偲
ψ

由実

植し奮す
・
人隠奮は小学一t

=
t
?
と
危
;
;

t
E
R
S
 

Z
Z
F
E
E
民

f
s
z
s
E
名

z
f
t
E
f
e
 

E
h
i
-
f
i
F
 

罵

e
z
i
'
E

R7すめひるhの々
と

内

F
m
g

RI僧
】amm
a宵
aw閥会
-T

y
r
-
-
'
a
t
会

F
i
-
-
E
E
 

Z

S
L込んでA1・

e
K
A
t
t
-

-

図書でに，、わL〈‘舗術4・

aeo--P 
2
E
ZE

自

E
Eご・2
L
M

E
E
t
ら
A翼
席

B

1

L
K
ど
の
Z
K
2
2憎

'
i
a
z
・
:

Z
E
E
-一一千五百円仕

組
え
t
z
のH
t
・

-
a
E
よ

1

ニ
2
2
"
?
t伝

a
m
E
E
前
E
ι
a

tiめて聖幽閉められ
金

す・
飲食品危とaらは
副知の公

胎

-aaがaash--f.、の

ようku理飲食-eam-aの腕

慌に脇カをお圃ー‘La
す・

・--a・m・-司・

奈
良
肱
送
児
童
合

剛
同
聞
か
聞
且
募
集

i
i
i
 

i

L

i

t

s通

じて
・
2

2
主
t

，

esaの制治安悶憎
し
幅広

‘
s
a
"
t
'
t
a
 

t
-
z
k
E
t
2
 

-2
2
2
E
土
n

4
ー
で
に
申
ι
込
ん
で
A
S

〈
h
t
こ
t
f
t

u
i
-

f
さ
ん

m《・ω剛八
↓=
c
へ・

-人の
めい

わ，、に怠Z9

.
重
隆

--u

や
め

g
L
a

，
 



･' イ&令書 をん子五千市 母と千 年 止 ■ P.豊 主 巧 * 裏 芸蓋小

視 聴 覚 教 材 の 活 用 を .′ 烹葦芸童三富豊吉 ≡ 三三u 芸 書 損 萱 … ‡ 筆 書 … 冨 季夏

芋十 ∴ ∴ 告 ∴ ∴ ∴ 十 日 :

十 言萱草 ; ,き 筆 墨 ○ 芸 豊 害 毒占妄 豊 里 蓋 要 害 1 琴 芝 重 吉 1 芸 .! ≡芸

訂 会 く ( 袋 茸-一幕 だ 才 良 -L良さ 円 離 日三 ALい J t 付月 Jt lを jf 子qLt 除 ∨ 手口 L/ く bH i･牽 重 奏 … 箪四 /l て E] 描

壷 摘 蔓 雲 量 摘: E>16J- i71

J+A ■ほかll)事o+^Lf l主か15本･暮JJI+とぎ lZか35手･r少年87f十十/ノ ほか23人･I+*■ lZhL33手･文化Ll平肘 と天Y文化はか7本 +ヽ十rt■+はか13.一宿hづ くりと y ∫はか 8▲白け一l 終i汚 ⊥ 望 , 雪 ‡雫†Sの

竃 妻 緋 墓 言 霊 三 貴 夏 至

塵 L.芸 葦■一五ほか314■■#A はか7事 か Jt を /.r Lでら -文 カ '寸巴 6 け n早カ-I I戻 TL ｢ ｢九 ～ 二三 等

芸 蓋 毒 手毒し FF の 汀 ○LL .Hl茸芸 竺いl∇ ^ 血へ 中 も 托○し ○～. ■ ヾふ た■■ ◆玉 等 禁で ■ どN t,
1llpt 汝 JI

L/ ~r lfタ ○k 二 十

はね.6▲★ 轟 ∫: りうえ.班き*す〇八二fiL.: 壬FL金臭{Tttjのtl 集メこ▲古書 .TL】手枕さとしてTイル▲と一亡軍書 tFでの下れもて 力 対 ぎ ぎ FI月 Ja の し が以 一 u l ン巾 ■J+ ■蔓重 き 葦 妻 塁牡の す る . が等芸 ○要 撃 雷 す L へ ′､B tと ★ し み し r押 の で

込 毛 込 hI 三 Erみ に ん t,

十 t ▼ 1 L> く ㊥

J 上 手 fl を き 一一 持∫ )耳+ +

+十 か と ♯+ ( + +以 ▼ I へ上 対 tの t iIL̂N 月 隈 R lと Jk 七 一暮..+ ■ 十alL- 1 --L と I aBl'よ ( )出 ノ求 1 .L し た 書て て 甘 Jl< ､1..土 千■■ヽ■

･jiLは す仏二知 的 も t の焦 し 一二 十 ■ 10･ t 月 と ( EL J1 太 守 ( 良) 蛭 火 非 墓 室 重 要 童

二 十 rtBも 事 t Qj名 ○tiあ 冊 子 較 ▼ ■ ■- RlrI声lと 午こ

し 枚I.て 一一人 Fg坤へ に ウ に 定 千一一 挟 ま エ L は* 叫 す っ て つ ～∫ ソ に 中1 ifL Lド妻歩!( A .1!空 言 遠巨巨 もl I)iL エ エ 三 上 も も+ + +∫､t rて 文 物十.( It 一 t+ e f=+甘 亘ナ t Jl十 十 ■わ を lこち と 対一lJTナ+ + ljt▲▲tiZ■ 十 ●.H.++ +.r王ら■ 心■ ■JLt+tBZりほ tfJ:1十bめ り ん L,Lq 化 lJl′ A と ■3I1 ソ f fEjEq二 ) r る fE事､と せ こ ど 凶ベ L hlと カ'.ノて こ LI Zトは T あ tg肋の lも り L .C莞 二 手 を 芸JP l王 7 ○lエ0>7 こ L,7 訴 空十 十 iZ1は ■ 1 ○立 食 Jll q-T作 と :皇ろ の し /)引 て らぎ Il :h▲ ト Jに fL リ 感 の tLで染 は ル ナ■か す b:メこl二 が.気 は Fq 一十 ■ ■ ■染 甫 L lこ'ヤ て ーこ7:ウ い 7官 イ t t/rJ:ル ナ ルビ ス Qrrの 0)そ 【弓ミ 重 要 カ+ +し めJ.^ > /で くくだ X 仲●■汁ttJlす◆汁千 r t ヽl= 書 ｢† 1 †吉 ん そし そ くく く しな と l毛､つ 正qiて し+ + +の 作 はの 汁 #瓜 筋 lこJL) 対が が.しくⅠ■ tTtく 充て 瓜 Tき 一一jtL' ､1万十 ■ dtの f ′､和 文 干先 手十 い ■fL 勿 まい ■〉Iと もI+ f■ ヽi的 ikす Jlz)メ) `てて そ 11的 JtJL* l=Tt ､必r.+ +る す が.q三 重 苦で t:i t 十■ 十ら せ せ 挺 群い1ん ん

ω} 

母
子
家
庭
運
動
会

+
九
日
に
大
宮
小
で

昭和"匁"月 1日

小

Z

2

f

品

つ

Z

E

z

i

i

に

第

十
五
a
奈
良
市
修
子
家
eF
a動会

主

E

T

F

1
・

=!は
a
き
に
鐙

康

氏

名

1

3

培

量

、
て
I
十
↓
;
で
に
術

児
童
桶
継
標
〔
一一条
大将宙開

-τ

日

-E
@一

一
一
一
V
ヘ.

と
f
十
月
十
九
“
E
午

前
十
時
t
午
後
三
時
《
蘭
天
中

止》

V
と
}
ゐ
・
市
立
大
宮
4

学
校
(
大
官
町
四
3
H
V

りよだ民市良奈第593号

66 

視聴覚教材の活用を/
F 

avγdy
V
対象
・
偲
子
家
庭
の

録
企
子
《
幼
児
t
a
佼
集
ま
で
》

，
.買
川
副
知斜
v
a申し込
み
園

はが
き
に
住
所
信
子
の氏名

B

E

z

-

-

R
十五
回
ま
で
に
必
望
T

ン
タ
ー
へ
・

日
四
カ
月
児
健
惨

;
i
i-

J
!tで一

轟
帯
血
血
柿
・

p'《‘円本
L
E

町

--

@六
一七一
》
左
側
奈
良
県
民
匂

yap-《
a
a突
ゲ
丘
二
T
U

--

@
五九
一一
〕
で
嘆
・
0

・ヌ吟付

1
1
も
午
前
九
時
t
十

時
E
S
は
問
診
身
体
齢

綱
昇

E
草
壁
食

器
2

2

e

i

胞

僅
に
つ
L
E

官

品

ま

の

知
行
も
閃
L
t

t

責

保

健所へ固

ω子手帳情
"aE

八
童
保
E
V
E
-
日

ハ
Z
Z
険
〈
〕
直
聖
て

〈
だ
き
1
.

〈西宮
E

3

タ

l
v
背

!

?

と

第

二

四

.視健.'イプ"ーでは

時開たさんの柑活肱役

立ててもらうため、視聴..<<

を下配の通り無"で貸し出して

も.す@

帽ヲ..川町，向け

のアι 〆 ゴン .γや陶相銀'曹、家庭.宵など幅広、分野のフ

4ルふをそるえてL 牽す.子とも会の婚しや各種研.会の.

S者として酬して下さ川

ι
1

・
-
か
き
狩
り
と

e
e
-
ハ
イ
キ
ン
グ

E

千

里

ウ
タ
l
a
と

予
の
官
僚
』
省
木
辻
町

禽
@
二

五
五
三
v
b
f
E
E
と

z

z

z

E

一自
主
L

ん
で
も
ら
お
う
と
次
の
と
お
り

泊
き
狩
り
を
憎
し
ま
す
@

と
-F
a
+
月
二
十
六
日
《
M
》午

前
九
里
日
主
主
込

合
雨
天
ιE
V
V
と
こ
ろ
・
京

書

草

町

2

:

ー
;

1

1

?

と

員

イ

-
可

園保健衡実よスポー〆

'"上智憎め腎毒事綾室

ゆか 13~ド

.，四面7..... ... 
・高働省..

.じtち，^の青春
ほ~.1O'"

高
見
置
は
一
回
三
十

人
@
受
・
"
は
電
語
予
約
の
-

t
・

;
 

A
A
回
安
定
《
哩
-4

，

【
聖
位
町

E
・5さ
き

E

S

E

-

4

 

U
A
本
》
午
後
一時
t
一三
騎手
・

27
九
カ
月
詰
の
2
の
号

車
干
人
・
2

2

f

f

i
z
L「昔
話

とそ
し
j

t

t

込
ぬ
は
買
鍾
で
@

+
狗月
完
-a
a

?
角
川
光
と

詰

き

ん

を

対

;

i

i
i
彼
の
ほ
か
保
健

.
栄
鍵
ムエ
齢
囲
約
衝
生
念
の
集

望

書

宅

復

員

一
言

瞳
日
午
後
一
時
t
・
百
は
一

1

t

し

ま

は

E

1

3

5

2

i

 

l
=

i

f

E

 

は
小
児
i
n
s
-
-
;

i
℃
早
期
発
見
し

平
君

微
で
き
ま
す
e
主

主

刀
の見

児
で
T
A
Z
E
Z
か

に
7
k
gに

E
毎
月
筋

肉
品
目
午
後

一暗
か
ら
話
会

a 図像僑勘

仲間づ〈りと'ーダ

l意向 ..  

e児童向げ劇

黒潮柑 IJ~.8* 

・アニメーシ.~ 

..たずねて三千凱

Il~.31* 

-・人&宵

恩Lやりの心を宵て

る ほ泊"志

・温度庭歓宵

子n震に背を向ける

とき a~.35'" 

..少句，.育

キ ψ 〆プほ))，23~ル

ー阿和銀.

動制て>l.Jtjf-

則一~.

. .・酬フ刊~

ーアニバ-'".γを中心二~.

b復聴覚"Uは
。1⑮圃峻写・R ・s・載写自慢
，，'イ〆映写順 。，タ切-"

..りるにほ

市社会.青島(三条大崎両町ーTiL.~lll l)で防虫鰐・ー

の日酬咽手飽きをLてr~"0闘での予約もで
.ます。

たどu恒円日，映時を借りるの1~11 刷育

開発行の"叩検問閥会岬です，

映画時榊怖いこ'"帽咽L合同てくださ

を
開
き

検
炎
周
縁
を
潰
し
ま
す
-

R
t
z
阿
保
理
へ
。

!
 

4
MMd一司
42
4川戸

河
川

《一

ri--

z

=
=
・
d

z

i

f
慢
の

良
L
E
ろ
主
約
L
F
も
の
で

運動
示
足
の
a
m
m
-
R
雌
め
鴎
復

E
成
人
型
ど
の
予
防
に
役
立

・ります
巴

i

1

5

1

一

L

i
-
-同年
前

九
時
平
t
十
一
時
E

Z

E

需

品

で
E
T
m
以
上

め
人
悶
十
人
マ
申
し
込
み
・
ιT

E

;

3

に

E

で

T

J
L
S
L
込
主
車

場
合
は
州
選
】

R

E

a

s

-
-

Z
E
主
午
後
両

f
-

3

4

1

i

人

i
の家
事

2
・a人
F

は
じ
め
隆
盛
頗
に
つ
、
て
専
門
医
治

相
誠
比
広
τし
ま
す
，
A布留
に
よ
り

豊

里

5

2

E

長

t

z

i

4

・

z

k
t
Z
で
聞
を
γ
タ

ー
へ
@

。市政映画

古.議良 1"'.7本

・その健一般飯盛

テレ ピに字ぶ

ほか ..  

. *-ーッド削機

・電源ド H

-文化財

等制と天平文化

ほの，.

E

E
E
る
子
宮
ガ
ン

ト

市

《
L
ず
れ
も
・・
@
一
一
-
=

た
きi
、

.a〒

山
中

L
込
み
M
t
二
月
二
十
七

日
書
で
E
Z

T

E

E
Z
一
1
震
以
上
の
人
マ

検
診併
・
一一-ι1・4占

f
九

哲

人
は
百

a

E

闘

で
2
2
・
七
十
歳
以上

と
生
活
保
慣
市
民
観葬
寝

袋
世
織
の
人
は
無肘

《申
し

込
みの
申

L

P

J

-冊.
掛川凶
器

池
町
僚

検
齢
宙
早
が
巡
回

1

y
z

m

Z

躍

を

め
ぎ
し

険
E
T
a
-
を

つ
E
品
言
、
1
・

2
・
i
以
上
め
人
主

1
以
内
に

E

x
F

空， '. 

た
人
企
任
理
FE

O
し
日
『
T

T

L

E

A

iニ
l

z

f

!

?

と

に

で

需

E

標ま
た
は
E

・

5
9

E
里
告
し
〈
な
句
E
n

l

i

t

一
二

一

》

R

E

i

s

-

:

ヘ
E

J

E

4

1

も

!
?
と
h
A
《
ぜ
ん
鳴
)
が

午
前
九
時
T
十
時
E

z

-

-え
る
術
気
で
す
・
需
励
。

品
「
手
主
は
五
百

ど
ミ
な
る
と
呼
吸
困
F

Z

k

i

サ
歳
以
上
と
生
荷
量
'
仰
向
け
に
翌
年
型

E

E

Z

E

は
骨

て

測

で

E

1

1

2

2

u
f
u
g
Z
君
主
E
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
れ
ば
唇

E

中

学

際

E

n

Z

に

T

2

7

1

開

S

H

i

-

-

z

f

z

i

-

-

'

L
E
Z
E
さ
え
あ
り
室

岡
2

3

E

E

一一

E

t

ゐ
集
会所

開
7
2
金
u
z
z
m

同
8
日
《
S
U
中
a
z
費
問
地
管
理
一

8
務
所

一

関同
日
(
火
u
耐
之
医
幽胴保
範
一

円

腕
ガ
ン
検
惨

奈
良
保
健
所
ハ
西
木
辻
町
二

o

l六
Z主
化

E

st-at阿

保
健
所
コ

と
き
・
・
週
ω
月曜
日
午
後
一時

から
マ
対象
M
原
則
と
し
て
岡

?
復
以
上
の
人
一
附

一十人

マ
検
診
"
・
千
二
百
円
@

3

1

1

9

，

 

一配
一

の
旭
区
を
予
定
し
て
L

E

-

-

i

 

子
容
更
す
る
こ
と
も
あ
O
S寸
1

2
日
比
一
週
間
副
長
t

柏
会
へ
通
知
し
ま
す
・

療
費
佐
保
一
名
ご
修
》

2

2

2

き

丘

学
園
北
・2
尚
二
億
》

省内
和

寓
睡
眠
耐
奮
箪
第
三

学
園
三
a
=
g
》
富
・
・
&

z

a

-

-

な

U

と
》
は
『
街
宣
胃
」
と
血
友ぶ
し
て

主
?
と
区
別
し
て
出
Lて
く

従
事
、
。

』
の
樹
%
の
巨摩
倒
は
ふ
人
aa
a穂

な

く

か い

ぜんそ

つや

です
b

-

俊
に
は
7ν
ル
ゼ
t

E
賓
が
関
係
し
て

V
て
そ

の
ほ
刀
に
は
z
t
4
2
の

ま

1

3

1

E

4

1

5

2

2

の

変

化
東
な
ど
が
庫
川
副
も
し
く
は誘

F

2

ζ

t

f

1

J
 

ν
ル
ギ
ー
を
起
』
r
Aむのハアレ

ル
グ
ソ
)
と
し
て
は
家
の
ほ
こ

り
ダ
ニ

ベ
ι'Pの
Fpu
aT
7

-
ヲ
位
陣閉
そ
ば
b
b
m
伝
左

があり企玄す

E
2
ん
で
き
て
も
あ

る種の

2
2は
Z
に字

る
気
管
告
書
害
2
与

え
ら
れ
て
も
手
J
E
品

「一一ー『

:

L
て
?
の
筋
肉
《
平

-m
筋
ν

が
強
〈
息
錯
し

舞
管
支

E

聖

は
れ
て
き
て
そ
の
給

里

品

了
一
与
語

首

て

き
ま
t
I
た
め
に
ま
の

量
が
4

1

1
4
9
て

き
て
前
遂
の
ま
a
で
て
く
る
わ

け
で
す
a

ー同
団油

需

2
2
る対

g

z

l

f

z

J

 

t
t
る
と
き
に
お

-な
う
減

需

E
:
z
i主
こ

し
や
す
t
t
f

z

f
〈

i
!
 

ろもゐ
あ
り
き
r
-
L
a
M
L
a寛

樹留保闘が
範
虐
待
で
ず
か
ら

ー、ま

長

ぷ
的
論
理
警
涙
さ
れ
て
、

1
1ん
a

ぜ
ん
そ
〈
は
慢
性
の
病
気で
す

a
ら
給
援
は
長
期
的
MR
鍾
を
も

令
て
対
処
す
る
必
裏
合
あ
り
ま

t
そ
れ
に
は
必
ず
車
抱
民
を

決
め
て
輸
銀金
受
け
る

ニ
止
で

t
ぜ
ん
そ
く
の
泊
練絹
巨

副
議
と
カ
ス
・7pイパ
ド
年
在
使
用

途区のhuずAHLL
務
が
多
〈

業

人
撤
法は
厳
伝
つ
つ
し
ん
で
〈
だ

き
ー、.-H同措

@
賓
室
か
ら
A
m
2
9

hg泊ー、出
す

ミヲ
ト
は
自

t
h
t

t

2

2

2

i

に

作ゆるので住
-s
，
る

e
タ
ミ
ヨ
は
襲
わ
れ
情
、

-Z
E
E
E
L
Z
の

予
勘
に
努
め
る

品

仰

の

な

も

i

i

に
Z
ι
日
ご
ろ
か
ら
心
t

Z

E

-
-
z

i

 

禽
縄
供

L一一-'"

-
十
日
〔
き
て
Z
E

は

「

草

2

7

L

E
年

7

t

雪

置

は

I

+
四日

(
火
V
に
収
集
し企
Z

す
・


	奈良市文化祭　11月3日文化の日　いよいよ開幕　
	第5回　奈良市文化祭プログラム
	新羅の盛時をしのぶ　慶州市の新羅文化祭へ親善使節
	シルクロードの国から女流演奏家！　魅惑的なトルコの夕べ
	同和問題の解決をめざして
	少年非行防止織り込み防犯運動
	市総合福祉センターに言語訓練室を新設
	放火　奈良は大都市なみ　地域的自衛を固めよう
	ママさん特派員の眼　観光都市奈良への視点
	「市民総ボランティアの福祉」時代へ　福祉大会で西田市長宣明
	障害者作品展　出品158点にぎわう
	ご老人180人　ハリ・マッサージの無料奉仕を受ける
	東北の味たっぷりと　両市交歓コーラスと郡山市観光物産展で親交深める
	「事故はごめんだ」秋の交通安全運動にかずかずの行事
	外国婦人も活発な意見　婦人問題国際交流討論会
	平城京展　30日から市史跡文化センターで
	平城宮跡菊花大会　21日から市庁舎で
	若者のふれあいめざし　ヤングカーニバル
	母子家庭運動会　十九日に大宮小で
	視聴覚教材の活用を！
	大型有害ゴミ収集
	くらしの医学　やっかいなぜんそく

